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 2025 年
４月 13 日㈰～ 10 月 13 日㈷

大阪 夢洲
（大阪市此花区夢洲）

開催
場所

開催
期間

大
阪
・
関
西
万
博

――  

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年  

――

　　
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
「
富
田
林
を
想
う
」
お
気
持
ち
に
お
応
え
し
、

　
本
年
も
、
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
「
富
田
林
を
想
う
」
お
気
持
ち
に
お
応
え
し
、

「
一
つ
、
ひ
と
つ
、
未
来
へ
」
着
実
に
市
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

「
一
つ
、
ひ
と
つ
、
未
来
へ
」
着
実
に
市
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

富
田
林
市
長
　
吉
村
　
善
美

富
田
林
市
長
　
吉
村
　
善
美

村山 理恵 市議会議長村山 理恵 市議会議長 吉村 善美 市長吉村 善美 市長

本市の人口と世帯数（令和６年11月30日現在）　人口10万5854人（男性４万9894人、女性５万5960人）　世帯数５万2255世帯

「防災」を考える・・・・・・・・・・・・・・P ２～３
年末年始の業務案内・・・・・・・・・・・・・・・P16
第17回新春・初鍋めぐり・・・・・・・・・・・・・・P36

今月の主な内容

Tondabayashi City Public RelationsTondabayashi City Public Relations

広報広報

2025
令和７年

１
No.900



阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

　
平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
、
今
月
17
日
で
30
年
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１

月
15
日
～
21
日
は
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、

全
国
か
ら
人
的
支
援
や
物
資
の
提
供
な
ど
が
あ
り
、
災
害

よ
り
求
め
ら
れ
る
災
害
に
対
す
る
備
え

　
昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
に
続
き
、
８
月
に
は
宮
崎
県

日
向
灘
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、「
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
（
巨
大

地
震
注
意
）」
が
運
用
が
始
ま
っ
て
か
ら
初
め
て
発
表
さ
れ

る
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
災
害
に
対
す
る
備
え
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、「
市
地
域
防

災
計
画
」
に
基
づ
き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
フ
ェ
ア
の
開
催
や
出
前
講
座
で

講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
災
害
へ
の
備

え
や
対
策
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

防災フェアでの消火（上）と AED（下）訓練

　発災直後からの物資支援に加えて、現地での
救出救助活動や避難所の運営支援、応急給水支
援、漏水調査支援、公費解体申請受付対応など
を行うため、これまで、延べ58人の職員を派遣
しました（令和６年12月末時点）。
　また、市内各所への募金箱の設置など、被災地
の一日も早い復興に向けた支援を継続しています。

～能登半島地震に対する本市の支援～

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
た

こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
昨
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

で
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
被
災
地
支
援
活
動
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

問 危機管理室（内線 9503）

毎年１月 17 日は防災とボランティアの日 特 集

防災「 」を考える
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大
規
模
災
害
は
全
て
の
人
の
生
活

を
脅
か
し
ま
す
が
、特
に
女
性
や
子
ど

も
、弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
々

が
よ
り
多
く
の
影
響
を
受
け
ま
す
。

　
受
け
る
影
響
の
違
い
な
ど
に
十
分

配
慮
さ
れ
た
災
害
対
策
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

重
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
多
様
な
視
点
を
反
映

し
た
防
災
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
に
多
様
な
視
点
を

自主防災組織の訓練活動

　
「
自
助
」と
は
、災
害
時
に「
自
ら
の
力
」で
、自
分
自
身

の
安
全
を
守
る
取
り
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
災
害
発

生
時
に
は
、ま
ず
は
自
分
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
て
く

だ
さ
い
。
自
分
自
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
、家
族

や
周
囲
の
人
へ
の
支
援
に
協
力
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
が
起
き
て
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
に

対
し
て
日
常
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
備
え
を
す
る
こ
と
も
、「
自

助
」
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
せ
ん
か

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、家
屋
の
倒
壊
な
ど
か
ら
、消

防
な
ど
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た
人
は
わ
ず
か
２
％
で
し
た
。

救
助
さ
れ
た
人
の
多
く
は
、
自
力
ま
た
は
家
族
や
隣
人
な

ど
の
地
域
住
民
に
よ
っ
て
助
け
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
災
害
発
生
直
後
、
公
的
機
関
に
よ
る
支

援
（「
公
助
」）
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発

災
直
後
の
人
命
救
助
は
、
近
隣
住
民
の
助
け
合
い
（「
共

助
」）
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
、
地
域
住
民
の
思
い
に
基
づ
い
て
結
成
さ

れ
た
「
共
助
」
の
た
め
の
組
織
で
、
現
在
、
本
市
で
は
80

団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
設
立
や
運
営
に
対
す
る
補
助

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
に

～
「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」
～

自主防災組織
補助事業について

自主防災組織の
活動の様子

公助共助

公的機関による	
救助・救援活動など

地域や周囲の人たちが
協力して助け合うこと

自助

自分自身や家族で災害に
備えたり、対応すること

災害時協力井戸の	
ご登録を

　本市では、震災などによる
水道の断水時に洗濯やトイレ
などの生活用水（飲用水を除
く）を十分に確保できない場
合に備え、災害時に生活用水
として井戸水を提供いただけ
る「災害時協力井戸」の登録
を募集しています。
問環境衛生課（内線139、171）

●「
能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ
　
防

災
に
女
性
の
視
点
が
必
要
な
理
由
」

と
き　
２
月
９
日
㈰
、
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
Ｔと

ん

ぱ

る

Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
多
文
化

共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）

講
師　
斉
藤 

容
子
さ
ん（
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
）

申
し
込
み　
１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮

に
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ

ズ
〔
☎

（23）
０
０
３
０
〕
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

抽
選
、電
話
申
し
込
み
可
）

※
右
下
図
か
ら
も
申
し
込
み
可
。

※
13
ペ
ー
ジ「
外
国
人
市
民
の
た
め

の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037
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万博コラムvol. ７

　ユニークな建築を巡るのも、万博の楽しみ方の一　ユニークな建築を巡るのも、万博の楽しみ方の一
つです。つです。
　最大の目玉は、万博のシンボルでもあり、世界最　最大の目玉は、万博のシンボルでもあり、世界最
大級の木造建築物、大屋根リングです。１周約２㎞大級の木造建築物、大屋根リングです。１周約２㎞
の巨大リングは、会場内のメイン通路であるとともの巨大リングは、会場内のメイン通路であるととも
に、エスカレーターやエレベーター、階段で大屋根に、エスカレーターやエレベーター、階段で大屋根
の上にも上れます。この「大屋根リング」に上ったの上にも上れます。この「大屋根リング」に上った
人は皆さん、「百聞は一見に如かず」と言いつつ、そ人は皆さん、「百聞は一見に如かず」と言いつつ、そ
の迫力に感動されます。の迫力に感動されます。
　リングの上からは、リング内に配置された世界中　リングの上からは、リング内に配置された世界中
のパビリオンを、あたかも地球儀を見るかのようにのパビリオンを、あたかも地球儀を見るかのように
眺めることができます。世界は「多様でありながら眺めることができます。世界は「多様でありながら
一つ」という会場コンセプトを、実感いただけます。一つ」という会場コンセプトを、実感いただけます。
また夕方には、瀬戸内海また夕方には、瀬戸内海
に沈む美しい夕日をご覧に沈む美しい夕日をご覧
いただけます。ちなみに、いただけます。ちなみに、
この大屋根リングは令和この大屋根リングは令和
６年８月21日に１周がつ６年８月21日に１周がつ
ながりました。予定よりも１カ月早いペースでした。ながりました。予定よりも１カ月早いペースでした。
　2005年の愛・地球博では、実はタイプ A と呼ば　2005年の愛・地球博では、実はタイプ A と呼ば
れる独自に建てる海外パビリオンは０でした。従っれる独自に建てる海外パビリオンは０でした。従っ
て、今回は55年ぶりに海外の独自パビリオンをご覧て、今回は55年ぶりに海外の独自パビリオンをご覧
いただけます。例えば、中東のカタールパビリオンは、いただけます。例えば、中東のカタールパビリオンは、
日本の建築家、隈 研吾さんの設計です。伝統的な帆日本の建築家、隈 研吾さんの設計です。伝統的な帆
船と日本の伝統的な指物の技術を融合させたユニー船と日本の伝統的な指物の技術を融合させたユニー
クな外観です。スイスパビリオンは５つの球体で構クな外観です。スイスパビリオンは５つの球体で構

公益社団法人
2025 年日本国際博覧会協会
経営企画室　上席審議役　西本 敬一

大阪・関西万博公式
キャラクターミャクミャク
©Expo 2025

問政策推進課（内線 514）

ユニークな万博建築を巡る楽しみ

本
市
の
子
ど
も
た
ち
を	

大
阪·

関
西
万
博
へ

無
料
で
ご
招
待

　
本
市
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
入
場
券（
チ

ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
）
を
配
付
し
ま
す
。

対
象
者

対
象
者　
申
請
日
時
点
で
市
内

　
申
請
日
時
点
で
市
内

在
住
の
、令
和
７
年
４
月
１
日

在
住
の
、令
和
７
年
４
月
１
日

時
点
で
次
に
該
当
す
る
人

時
点
で
次
に
該
当
す
る
人

・
満
４
～

・
満
４
～
1717
歳
の
人
（
平
成

歳
の
人
（
平
成
1919

年
４
月
２
日
～
令
和
３
年
４
月

年
４
月
２
日
～
令
和
３
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

・
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
す
る

・
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
す
る

1818
歳
以
上
の
人
（
平
成

歳
以
上
の
人
（
平
成
1919
年
４
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

配
付
券
種

配
付
券
種　　
子
ど
も
招
待
１
日

子
ど
も
招
待
１
日

券（
会
期
中
い
つ
で
も
１
回
入
場

券（
会
期
中
い
つ
で
も
１
回
入
場

可
能
な
チ
ケ
ッ
ト
）

可
能
な
チ
ケ
ッ
ト
）

申
請
期
限
　

申
請
期
限
　
９
月
９
月
3030
日
㈫
ま
で

日
㈫
ま
で

入
場
期
間
　

入
場
期
間
　
４
月
４
月
1313
日
㈰
～

日
㈰
～
1010

月月
1313
日
㈷
日
㈷

問
大
阪
府
万
博
子
ど
も
招
待

大
阪
府
万
博
子
ど
も
招
待

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー〔
☎
０
６（
７ 

５
２
６
）３
０
９
０
〕（
祝
日
、年

（
祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
、月
～
金
曜
日
、

末
年
始
を
除
く
、月
～
金
曜
日
、

午
前
９
時
～
午
後
６
時
）、こ
ど

午
前
９
時
～
午
後
６
時
）、こ
ど

も
政
策
課（
内
線
２
９
１
）

も
政
策
課（
内
線
２
９
１
）

※
こ
の
招
待
は
学
校
教
育
活
動

※
こ
の
招
待
は
学
校
教
育
活
動

の
一
環
で
実
施
す
る
も
の
と
は

の
一
環
で
実
施
す
る
も
の
と
は

異
な
り
ま
す
。

異
な
り
ま
す
。

成され、全体重量はなんと400㎏を下回る軽量構造成され、全体重量はなんと400㎏を下回る軽量構造
です。音楽で有名なオーストリアは、楽譜をモチーです。音楽で有名なオーストリアは、楽譜をモチー
フにしたデザインで、踊り出したくなるような外観フにしたデザインで、踊り出したくなるような外観
です。です。
　万博はいつの時代も、建築家の大いなるチャレン　万博はいつの時代も、建築家の大いなるチャレン
ジの場です。今回は、建築界のノーベル賞と呼ばれジの場です。今回は、建築界のノーベル賞と呼ばれ
るプリツカー賞の受賞者も多く参加しています。例るプリツカー賞の受賞者も多く参加しています。例
えば、大催事場、えば、大催事場、EE

エ キ ス ポエ キ ス ポ

XPOXPO ホールの設計は伊東 豊雄さホールの設計は伊東 豊雄さ
んによるものです。黄金に輝く円形の大屋根が、強んによるものです。黄金に輝く円形の大屋根が、強
いインパクトを発し、太陽の塔を連想させるとの評いインパクトを発し、太陽の塔を連想させるとの評
価もあります。公募で決まった愛称は、「シャインハッ価もあります。公募で決まった愛称は、「シャインハッ
ト」。約2000席のホールでは、開会式や閉会式、音ト」。約2000席のホールでは、開会式や閉会式、音
楽や演劇などの劇場催事が行われます。楽や演劇などの劇場催事が行われます。
　若手建築家にもチャレンジの場を提供していま　若手建築家にもチャレンジの場を提供していま
す。1970年の大阪万博では、当時30代の黒川 紀章す。1970年の大阪万博では、当時30代の黒川 紀章
さんや磯崎 新さんが万博に参加し、その後の活躍のさんや磯崎 新さんが万博に参加し、その後の活躍の
きっかけとなりました。今回は、20人もの若手建築きっかけとなりました。今回は、20人もの若手建築
家の方々が、トイレやステージなど、20カ所の施設家の方々が、トイレやステージなど、20カ所の施設
の設計にチャレンジしています。の設計にチャレンジしています。
　例えば、400 年程前に　例えば、400 年程前に
大坂城再建で切り出され大坂城再建で切り出され
たものの利用されなかったものの利用されなかっ
たいわゆる「残念石」が、たいわゆる「残念石」が、
トイレの入口として再登トイレの入口として再登
場します。このように、大阪・関西万博は、多くの場します。このように、大阪・関西万博は、多くの
若手建築家のチャレンジを応援しています。若手建築家のチャレンジを応援しています。

提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会

提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会

提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会
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　新年を迎え、市民の皆様にとって本年がより
良き一年となりますよう、心よりお祈り申し上
げます。
　市長として、２期目の折り返しの年を迎えま
す。本年も市民の皆様とお約束した政策を着実
に実行してまいります。
　昨年を振り返りますと、元日に起きました能
登半島地震や相次ぐ大規模自然災害、長引く物
価高、歯止めの利かない出生数の減少など、私
たち地方自治体を取り巻く環境は厳しい状況で
ありました。一方で、スポーツの祭典「パリオ
リンピック・パラリンピック」の開催やメジャー
リーグなどでの日本人選手の活躍は輝かしく目
を見張るものがあり、また、日本原水爆被害者
団体協議会のノーベル平和賞の受賞は、多くの
日本人の誇りとなりました。
　さて、本年は、大阪・関西万博が開催され、
2820万人の来場者が想定されております。本

市にとりましてインバウンドを含めた観光誘客
の最大のチャンスと捉え、本市の魅力を詰め込
んだ「周遊アプリ」や「観光ツアー」の PRに
も力を注いでまいります。また特に、重要施策
として取り組んでおります富田林版「こどもま
んなか社会」の実現に向けて、「こどもの権利
条例」の制定をはじめ「すべてのこどもをみん
なで応援するまちづくり」を一層推進するとと
もに、文化芸術振興や市民スポーツの推進も含
め、本市が持つ魅力的な自然、歴史、農業や産
業、そして地域と人との絆を紡ぐ取り組みをさ
らにバージョンアップして、誰もが「生まれて
よかった、暮らしてよかった、長生きしてよかっ
た」と思える富田林を創造してまいりますので、
引き続き、市民の皆様のご支援、ご協力を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

富田林市長　吉村　善美

新年のご挨拶　～ 一つ、ひとつ、未来へ ～

募集職種 受験資格 採用人数 試験日 試験内容 担当課

①学童クラブ指導員

試験実施要領など
をご覧ください

９人程度 ２月16日㈰ 書類審査、面接試験 こども育成課
（内線282）

②児童館教育指導員 １人 １月27日㈪
または28日㈫ 書類審査、面接試験 児童館

〔☎（25）0666〕

③認定調査相談員 １人 後日お知らせ 面接試験 高齢介護課
（内線177）

申し込み
①２月12日㈬（土・日曜日、祝日、年末年始を除く、午前９時～午後５時30分）までに、所定の申込書に写真
を貼って必要事項を記入し、作文（800字程度）、資格証の写しを添えて、こども育成課へ（郵送不可）
②１月23日㈭（日曜日、祝日、年末年始を除く、午前９時～午後５時30分）までに、所定の申込書に写真を貼っ
て必要事項を記入し、作文（800字程度）、資格証の写しを添えて、児童館へ（郵送不可）
③１月６日㈪～15日㈬（土・日曜日、祝日を除く、午前９時～午後５時30分）に、履歴書に写真を貼って必要
事項を記入し、応募動機（400字以内）と資格証の写しを添えて、高齢介護課へ（郵送不可）
※申込書、実施要領は市ウェブサイト（各課のページ）からダウンロードもできます。

会計年度任用職員を募集
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小型充電式電池のリサイクルにご協力を
　リチウムイオン電池やニカド電池、ニッケル水素電池な
どの小型充電式電池は、もえるごみや粗大ごみでは出せま
せん。また、ごみ収集車の中で衝撃を受けると、発火する
リスクがあります。
　収集作業中の火災事故を未然に防止するためにも、リサ
イクルにご協力ください。
※右図のマークがある製品が
リサイクル対象です。
回収場所　市役所４階環境衛生課、金剛連絡所、T

と ん ぱ る

ONPAL
（多文化共生・人権プラザ）、児童館、けあぱる、保健セン
ター、きらめきファクトリー、総合福祉会館、かがりの
郷、T

ト ピ ッ ク

opic、すばるホール、レインボーホール（市民会館）、
市民総合体育館、総合スポーツ公園
主な製品　電動自転車、デジタルカメラ、ビデオカメラ、
ノートパソコン、モバイルバッテリーなど
問環境衛生課（内線144～146）

ロゴマークを
作りました！

問こども政策課（内線 291）

　本市では、「こどもの権利条例」の制定をめざして準備を進めており、
同条例の周知のためにロゴマークを作成しました。
　こどもウェブアンケート調査（小学４～６年生・中学生・高校生向け）
で、市が作成した複数のイラストから、「こどもの権利条例のイメージに
合うイラストはどれですか？」と質問し、回答のあった 3811票の中で、
1180票と獲得票数が最も多かった左のイラストに決定しました。
　今後、市はロゴマークを積極的に活用し、多くの人にこどもの権利条
例に関心を持っていただけるように、PR活動を行っていきます。
　ロゴマークについて詳しくは、市ウェブサイト（こども政策課のペー
ジ）をご覧ください。

コンセプト こどもの権利は当たり前のもの・安心できるもの

　２人で並んで座るキャラクターは、こど
もの権利が守られることで安心し、柔らか
く明るい表情を見せるこどもたちをイメー
ジしています。また、本市の市章を使い、
富田林らしさもプラスしました。

　キャラクターに柔らかな緑色を使い、
手書き風の文字を使うことで、温かみの
ある優しい印象となり、こどもの権利は
「当たり前のもの」「安心できるもの」で
あることを表しています。

と
き　
１
月
26
日
㈰
、
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　
す
ば
る
ホ
ー
ル

内
容　
子
ど
も
を
権
利
主
体
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会

講
師　
喜
多 

明
人
さ
ん（
早
稲
田

大
学
名
誉
教
授
）

対
象　
学
校
教
職
員
、保
護
者
、子

ど
も
支
援
N
P
O
関
係
の
人
な
ど

子
ど
も
の
人
権
学
習
会

～
権
利
主
体
の
最
前
線
を
知
る
～

定
員　
50
人

申
し
込
み　
１
月
６
日
㈪
～
、フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
氏
名
、電
話

番
号
、
所
属
を
記
入
し
、
山
口
さ

ん
（
市
人
権
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
）

〔
☎・FAX 

(20)
０
２
８
５・

tonhre@
gm

ail.com

〕
へ
（
申
し
込
み
先

着
順
、
電
話
申
し
込
み
可
）
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意見などの募集期間

１月６日㈪～２月７日㈮（消印有効）

素案の閲覧方法

１月６日㈪～　市役所２階都市魅力課および各課、金剛連絡所、中央・金剛・東公民館、T
と ん ぱ る
ONPAL（多文化共生・

人権プラザ）、T
ト ピ ッ ク
opic、すばるホール、レインボーホール（市民会館）、総合福祉会館、けあぱる、かがりの郷、

保健センター、市民総合体育館、総合スポーツ公園、きらめきファクトリーで閲覧
※市ウェブサイト（各パブリックコメントのページ）からもご覧いただけます。

意見などの提出方法

募集期間内に、住所、氏名、電話番号、ご意見を記入し、はがき、封書、ファクス、メールで各課へ
※市ウェブサイト（各パブリックコメントのページ）の応募フォームからも提出いただけます。
※直接持参も可。電話での受け付けはできません。なお、提出されたご意見は、反映できるよう検討させて
いただきますが、個別に回答できませんのでご了承ください。

パブリックコメントを実施　

①第３期富田林市子ども・子育て支援事業
計画（素案）
　子ども・子育て支援事業計画は、５年ごとに市町
村に策定が義務付けられており、国が示す基本指針
に沿って、教育・保育および地域子ども・子育て支
援事業の量の見込みとそれに対する提供体制の確保
方策や実施時期について定めることとなっています。
　前計画の計画期間が令和７年３月までとなってい
ることから、「富田林市子ども・子育て会議」を開
催し、地域の実情に応じた同事業計画の素案をまと
めました。
問こども政策課〔〒584-8511常盤町１の１・（内線
202）・FAX（24）8976・ k-seisaku@city.tondabay
ashi.lg.jp〕

②第３次健康とんだばやし21・第２次富田
林市食育推進計画・第２次富田林市自殺対
策総合計画（素案）
　前計画の計画期間が令和６年度で終了することか
ら、これまでの取り組みの評価・見直しを行い、国
や府の動向や本市の課題を踏まえ、「健康とんだば
やし21」「富田林市食育推進計画」「富田林市自殺
対策総合計画」を一体的な計画とした同計画の素案
をまとめました。
問健康づくり推進課〔〒584-0082向陽台一丁目３
の35・☎（28）5520・FAX（29）7760・ kenkosuis
in@city.tondabayashi.lg.jp〕

③富田林市下水道事業経営戦略（素案）
　将来にわたって安定的に事業を継続していくため
に、下水道事業の中長期的な経営の基本計画である
同戦略を令和元年度に策定しました。
　このたび、計画期間の中間年度を迎えることや、
新型コロナウイルス、物価高騰などの社会的情勢の
変化を受け、令和元年度に策定した同戦略を改定す
る素案をまとめました。
問上下水道総務課〔〒584-0036甲田二丁目12の
44・☎（24）1200・FAX（25）7444・ suido-soumu
@city.tondabayashi.lg.jp〕

④富田林市公共施設再配置計画（前期）（改
訂素案）
　平成30年３月に策定した同計画について、計画
期間の中間年度を迎えたことから、見直しを行い、
公共施設の最適配置に向けた取り組みを進めるた
め、改訂の素案をまとめました。
問行政管理課〔〒584-8511常盤町１の１・（内線
327）・FAX（25）9037・ g-kanri@city.tondabayas
hi.lg.jp〕

パブリックコメントとは？
　市が作成しようとする計画や条例など
に対して意見を提出することで、市政に
参加することができる制度です。

市ウェブサイト
（パブリックコメ
ントのページ）
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本
市
で
は
、
市
政
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
信
頼
を
深

め
、
市
民
に
開
か
れ
た
市
政
を
進

め
る
た
め
、
市
の
保
有
す
る
情
報

を
公
開
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
保
有
す
る
情
報
の

中
に
は
、
個
人
情
報
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
個
人

情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
令
和
５
年
度

中
に
お
け
る
運
用
状
況
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
実
施
機
関
別
な
ど
の
詳

し
い
運
用
状
況
は
、
市
役
所
２
階

都
市
魅
力
課
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
都
市
魅
力
課
の
ペ
ー
ジ
）

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
都
市
魅
力
課
（
内
線
１
８
１
、 

１
８
４
）

１. 利用状況
開示請求 利用者合計
64件 47人

２. 開示請求の処理状況

処理件数 処理内容
開示 部分開示 非開示 （うち不存在） 取り下げ

64件 32件 24件 ８件 （８件） ０件

１. 利用状況

開示請求 訂正請求 削除請求 中止の請求 利用者合計目的外利用 外部提供
15件 ０件 ０件 ０件 ０件 14人

２. 開示請求の処理状況

処理件数 処理内容
開示 部分開示 非開示 （うち不存在） 取り下げ

15件 ３件 10件 １件 （１件） １件

《市情報公開制度の運用状況》

《市個人情報保護制度の運用状況》

情報公開制度・
個人情報保護制度
の運用状況

３. 審査請求の状況
処理件数 実施機関 件数

審査請求
農業委員会 １件
道路交通課 １件
都市魅力課 １件

３. 審査請求の状況
処理件数 実施機関 件数
審査請求 都市魅力課 １件

▲情報公開制度 ▲個人情報保護制度

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
同
事
業
は
、子
育
て
を「
援
助
し

て
ほ
し
い
人
」と「
応
援
し
た
い
人
」

が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
と
な
り
、
地
域

の
つ
な
が
り
で
子
育
て
を
助
け
合

え
る
よ
う
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

◆
援
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
現
在
、
援
助
会
員
の
登
録
が
少

な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
も
偏
り
が

あ
る
た
め
、
依
頼
会
員
へ
の
紹
介

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
私
も
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
れ
ば
…
」
と
お
考
え
の
人
は
、

ぜ
ひ
会
員
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
依
頼
会
員
の
登
録
も
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

○
援
助
会
員
＝
心
身
共
に
健
康
で

子
育
て
に
理
解
が
あ
り
、自
宅
で
子

ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人

○
依
頼
会
員
＝
生
後
２
カ
月
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
て
、

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人

○
両
方
会
員
＝
援
助
会
員
と
依
頼

会
員
の
両
方
を
兼
ね
る
こ
と
が
で

き
る
人

援
助
で
き
る
内
容　
保
育
施
設
へ

の
送
迎
や
開
始
前
・
終
了
後
の
預

か
り
、
放
課
後
ま
た
は
学
童
ク
ラ

ブ
終
了
後
の
預
か
り
、
子
ど
も
の

習
い
事
の
送
迎
、
保
護
者
が
買
い

物
や
習
い
事
な
ど
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
出
掛
け
る
と
き
の
預
か
り
な
ど

※
子
ど
も
が
病
気
の
と
き
の
預
か

り
や
病
院
へ
の
送
迎
は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
時
間　
午
前
６
時
～
午
後
10

時利
用
料
金（
援
助
会
員
へ
の
報
酬
）　

１
時
間
７
０
０
円
（
曜
日
や
時
間

帯
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）

申
し
込
み　
入
会
者
の
写
真（
縦
３

ｃｍ
×
横
2
・
5
ｃｍ
）２
枚
を
持
参
し
、

こ
ど
も
政
策
課（
内
線
２
８
３
）へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
を
募
集

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス	

	

従
事
者
研
修

　
こ
の
研
修
を
受
け
る
と
、
介

護
に
関
す
る
資
格
が
な
く
て

も
、
市
指
定
の
事
業
所
で
「
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
」
と

し
て
仕
事
に
就
け
ま
す
。

と
き　
２
月
６
日
～
３
月
６
日

の
毎
週
木
曜
日
、
午
前
９
時
～

午
後
０
時
10
分
（
全
５
回
）

と
こ
ろ　
今
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
こ

と
ほ
ぎ（
寿
町
二
丁
目
４
の
30
）

対
象　
市
内
在
住
で
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
人

定
員　
15
人

費
用　
無
料

申
し
込
み　
２
月
３
日
㈪
（
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）
ま

で
に
、今
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
こ
と
ほ

ぎ
〔
☎
（55）
２
２
３
９
〕
へ
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
、
電

話
申
し
込
み
可
）

※
１
月
23
日
㈭
、
午
前
10
時
～

11
時
、
同
会
場
で
研
修
内
容
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
（
定
員

15
人
）。
参
加
希
望
者
は
、
１

月
21
日
㈫
（
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分
）
ま
で
に
今
城
ク
リ

ニ
ッ
ク
こ
と
ほ
ぎ
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
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障がい者雇用	 	
推進フォーラム in 南河内
とき　２月21日㈮、午前10時
～午後４時
ところ　レインボーホール（市
民会館）
内容　企業説明会、ハローワー
ク講座、ヘアカット・セット講
座、身だしなみ講座、社会保険
労務士による個別相談会
※各講座の開催時間など、詳し
くはお問い合わせください。
申し込み　１月31日㈮までに、
電話で、南河内南障害者就業・生
活支援センター〔☎（53）6093〕
へ（申し込み多数の場合抽選）

　
高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
定
期
予
防
接
種
の
実
施
期

間
を
３
月
31
日
㈪
ま
で
延
長
し
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

１
月
31
日
㈮
ま
で
で
す
。

対
象　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
満
65
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
日
常

生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
が
い
を
有
す
る
人
お
よ
び
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス（
H
I
V
）

に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活

新
型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

～
新
型
コ
ロ
ナ
は
３
月
31
日
㈪
ま
で
延
長
～

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

が
い
を
有
す
る
人
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
程
度
）
で
希
望
す
る
人

自
己
負
担
額　
新
型
コ
ロ
ナ
＝
３ 

０
０
０
円
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
＝

１
０
０
０
円

※
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
河

内
長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、
羽
曳

野
市
に
あ
る
場
合
は
、
接
種
可
能

か
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
（
１
月
31
日
㈮
ま
で
）。

※
新
型
コ
ロ
ナ
は
２
月
以
降
原
則
、

富
田
林
医
師
会
管
内
（
本
市
・
太

子
町
・
河
南
町
・
千
早
赤
阪
村
）

の
医
療
機
関
で
の
実
施
と
な
り
ま

す
（
詳
し
く
は
上
図
か
ら
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課

の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は
、

公
費
負
担
（
無
料
）
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健

セ
ン
タ
ー
〔
☎

（28）
５
５
２
０
〕
ま

た
は
市
役
所
（
担
当
課
：
生
活
支

援
課
）〔
☎

（25）
１
０
０
０
〕
へ
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機

関
で
接
種
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
依
頼
書
発
行
な
ど
の
申
請
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
接
種
費
用
の
一

部
を
返
還
す
る
償
還
払
い
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課

の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎

（28）
５
５
２
０
〕

消費者啓発講座
　高齢者を狙った悪質商法やサ
プリメントの表示などについて、
注意すべきことをトラブル事例
などを通じて学びましょう。
とき　１月22日㈬、午後２時
～３時50分
ところ　すばるホール３階清光
の間
内容　富田林警察署とりそな銀
行からのお知らせ、消費生活相
談員による講座（高齢者を狙った
悪質商法、表示で見る健康食品）
定員　50人（当日直接会場へ）
費用　無料
問商工観光課（内線483）

住民税非課税世帯
への給付金の準備
を進めています

　
国
の
経
済
対
策
を
踏
ま
え
た
、低

所
得（
住
民
税
非
課
税
）世
帯
へ
の

給
付
金（
１
世
帯
３
万
円
・
子
ど
も

加
算
２
万
円
）に
つ
い
て
、現
在
、支

給
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
準
備
が
整
い
次
第
、
２
月
号
広

報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
７
６
）

市公式 L
ラ イ ン

INE の
受信設定は
お済みですか？

　
本
市
で
は
、
市
公
式
L
I
N
E

を
開
設
し
て
お
り
、
市
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
受
け
取
り
た
い
情
報
は
受
信
設

定
画
面
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
未

設
定
の
状
態
で
は
お
知
ら
せ
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

「
く
ら
し
タ
ブ
」
の
「
受
信
設
定
」

か
ら
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報

は
全
員
に
配
信
し
ま
す
。

問
都
市
魅
力
課
（
内
線
３
２
６
）

①「くらしタブ」を選択

②「受信設定」を選択
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藤
井
寺
市
青
山
三
丁
目
６
１
３
の

８
）
で
配
布

※
同
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト〔https: 

//w
w

w
.om

119.jp

〕

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
１
月
20
日
㈪
～
２
月

28
日
㈮（
消
印
有
効
）に
、提
出
要
領

に
基
づ
き
作
成
し
た
書
類
を
同
消

防
局
総
務
課〔
☎
０
７
２（
９
５
８
）

９
９
０
３
〕
へ
郵
送
（
持
参
不
可
）

の
財
源
に
充
て
、
公
共
施
設
の
安

定
的
な
維
持
管
理
や
設
備
の
更
新
、

魅
力
を
増
す
た
め
の
改
修
工
事
な

ど
を
通
じ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
左
上
記
の
施
設
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
条
件
な
ど
詳
し

く
は
、下
図
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
行
政
管
理
課
（
内
線
３
３
９
）

　
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
命
名

権
）
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、
本

市
が
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
契
約

に
よ
り
、
公
共
施
設
な
ど
に
対
し

て
企
業
名
や
商
品
名
な
ど
に
関
連

し
た
愛
称
を
命
名
す
る
権
利
を
付

与
す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
対
価
と
し
て
、
市
は
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
か
ら
施
設
命
名
権
料

と
し
て
収
入
を
得
て
、
施
設
の
維

持
管
理
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

公
共
施
設
に
愛
称
を
つ
け
ま
せ
ん
か
？

～
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
募
集
し
ま
す
～

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

総合福祉会館
（宮甲田町９の９）

市民総合体育館
（美山台４の１）

募集期間 ２月14日㈮まで

愛称使用
期間 ４月１日㈫～令和11年３月31日㈯

金額 年額70万円以上 年額100万円以上

■対象施設

※金額は消費税および地方消費税を含みます。

南河内環境事業組合の	 	
入札参加資格申請を受け付け
　同組合では、令和７～９年度の物品の買い入
れ・修理・売り払い、管理等業務などの入札参
加資格申請を受け付けます。
資格有効期間　４月１日㈫～令和10年３月31
日㈮
提出要領の配布　１月31日㈮（土・日曜日、
祝日、年末年始を除く午前９時～午後５時30
分）まで、同組合総務企画課（〒584-0054甘
南備2345）で配布
※同組合ホームページ〔http://www.minamik
awachi-kankyo.or.jp〕からダウンロードも
できます。
申請方法　１月６日㈪～31日㈮（消印有効）に、
提出要領に基づき作成した書類を同組合総務企
画課〔☎（33）6584〕へ郵送（持参不可）

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　

２
月
１
日
㈯
を
基
準
日
と
し

て
、
農
林
業
の
国
勢
調
査
と
い
わ

れ
る
「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業

の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
、
５

年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
大
切
な
調

査
で
す
。

　
１
月
中
旬
よ
り
、
農
林
業
を
営

ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
（
内
線
３
３
１
）

公用車に掲載する
広告を募集

広
告
掲
載
車　
７
台

広
告
期
間　
４
月
１
日
㈫
～
令
和

８
年
３
月
31
日
㈫
（
月
単
位
の
掲

載
も
可
）

広
告
料
（
月
額
）　
後
席
ド
ア
（
両

側
）
２
枚
（
50
ｃｍ
×
50
ｃｍ
）
＝

３
３
０
０
円
、荷
室
ド
ア
１
枚（
30

ｃｍ
×
50
ｃｍ
）
＝
１
１
０
０
円

※
広
告
を
掲
載
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
を
車
体
に
貼
り
付
け
ま
す
。

※
作
成
費
用
は
広
告
主
負
担
で
す
。

申
し
込
み　
１
月
６
日
㈪
～
31
日

㈮
（
必
着
）
に
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

え
て
行
政
管
理
課（
内
線
３
４
０
）

へ
（
申
し
込
み
先
着
順
）

※
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
行
政
管
理
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
同
組
合
で
は
、
令
和
７・８
年
度

の
物
品
購
入
業
務
、
役
務
の
提
供

業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
文
房
具
な
ど
の
入
札
に

付
さ
な
い
少
額
の
購
入
な
ど
に
つ

い
て
も
申
請
が
必
要
で
す
。

資
格
有
効
期
間　
４
月
１
日
㈫
～

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

申
請
書
の
配
布　
１
月
６
日
㈪
～

２
月
28
日
㈮
に
、
大
阪
南
消
防
局

総
務
課
（
〒
５
８
３・
０
０
１
５

大
阪
南
消
防
組
合
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
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封筒使用期間　４月１日㈫～令和８年３月31日㈫
広告の規格　縦６㎝×横８㎝
封筒の種類・印刷予定枚数・一斉送付時期
《納税通知書》
①固定資産税用・４万4000枚・５月上旬
②市・府民税用・３万3000枚・６月上旬
③軽自動車税用・３万枚・５月上旬
※一斉送付時期以外にも、随時使用する場合があり
ます。
※最低申込金額は①４万4000円、②３万3000円、
③３万円で、①②③の順で申込金額が最も高い広告
主に決定します。この順で先に決定した者は、他の
封筒の広告主にはなれません。
《国民健康保険料決定通知書など》
①本決定通知書用・１万6000枚・６月中旬
②資格確認書用・１万枚・10月中旬

※最低申込金額は①１万6000円、②１万円で、広
告掲載の基準を満たしており、申込金額が最も高い
広告主に決定します。
申し込み
納税通知書は課税課〔内線110・ kazei@city.tond
abayashi.lg.jp〕、国民健康保険料決定通知書などは
保険年金課〔内線150・ hoken-nenkin@city.ton
dabayashi.lg.jp〕でそれぞれ配布する封筒広告募集
要項をご覧の上、封筒広告掲載申込書に必要事項を
記入し、いずれも１月６日㈪～31日㈮（土・日曜日、
祝日を除く午前９時～午後５時30分）（必着）に、
それぞれの課へ（いずれも郵送・メール申し込み可）
※要項､ 申込書は市ウェブサイト（各課のページ）
からそれぞれダウンロードもできます。
※広告掲載ができない業種・内容もありますので、
詳しくはそれぞれの要項をご参照ください。　

「納税通知書」および	「国民健康保険料決定通知書」の送付用封筒に掲載する広告を募集

と
き　
１
月
５
日
㈰
、12
日
㈰
、２

月
２
日
㈰
、
９
日
㈰
、
３
月
２
日

㈰
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
交
付
・
暗
証
番
号
）
窓
口
（
市
役

所
１
階
）

予
約
方
法　
希
望
日
の
２
開
庁
日

前
ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
コ 

ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
予
約
の
上
、
申

請
者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔
☎

（26）

９
８
１
５
〕（
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）、第
１・２
日
曜

日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）

マイナンバーカードの
日曜交付（予約制）

　
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ 

ー
ド
の
保
有
率
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
コ
ン
ビ
ニ
等
交
付
サ 

ー
ビ
ス
に
お
け
る
証
明
書
発
行
手

数
料
を
１
０
０
円
減
額
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
こ
と
で
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
証
明
書
交
付

数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
日
曜
日
に
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
市
・
府

民
税
証
明
書
な
ど
の
各
種
証
明
書

を
取
得
で
き
る
機
会
と
し
て
、「
日

曜
窓
口
」
を
平
成
16
年
か
ら
開
設

し
ま
し
た
が
、
よ
り
便
利
な
コ
ン

ビ
ニ
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
代
替
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、「
日
曜
窓
口
」

で
の
証
明
書
交
付
数
が
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
日
曜
窓
口
」
を
３

月
30
日
㈰
の
実
施
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、「
日
曜
窓
口
」
は
終
了
し

ま
す
が
、
併
せ
て
行
っ
て
い
る
パ 

～３月30日㈰ ４月６日㈰～

時間 午前９時～正午、
午後０時45分～５時30分 午前９時～正午

業務 パスポート交付、
各種証明書の交付

パスポート交付のみ
（予約制）

ス
ポ
ー
ト
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
日
曜
交
付
」と
し

て
時
間
を
短
縮
し
て
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

日
曜
窓
口
の
終
了
・

パ
ス
ポ
ー
ト
の
日
曜
交
付
の
実
施

問
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
１
、 

１
３
２
）
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L
G
B
T
Q
当
事
者
、
当
事
者

か
も
と
思
う
人
、理
解
・
支
援
し
た

い
人
の
集
ま
り
・
交
流
の
場
で
す
。

と
き　
１
月
25
日
㈯
、
午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ　
Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L
（
多
文

化
共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）

内
容　
「
心
の
性
を
生
き
る
」上
映

会
＆
感
想
シ
ェ
ア
、
交
流
会

定
員　
20
人　
参
加
費　
２
０
０
円

申
し
込
み　
１
月
23
日

㈭
ま
で
に
、下
図
の
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
に
、
講
座
名
、

参
加
者
の
氏
名
（
匿
名
可
）
を
記

入
し
、
人
権
・
市
民
協
働
課
〔（
内

線
４
７
４
）・
FAX 

(20)
２
０
７
２
・

jinken@
city.tondabayashi.

lg.jp

〕
へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
、
電
話
申
し
込
み
可
）

を　Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　11月21日、子育て支援に
ご寄附をいただいた明治安
田生命相互保険会社様に感
謝状を贈呈しました。

　12月13日、アメリ
カのベスレヘム市と
の姉妹都市提携60周
年を記念して、両市
長や議長、姉妹都市
協会員の皆さんなど
によるオンライン交
流会を開催しました。

　11月28日、大阪広域水
道企業団と富田林市、岸和
田市、八尾市、柏原市、高
石市で水道事業の統合に関
する基本協定を締結しまし
た。

　
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
、
ど

こ
か
ら
、
何
か
ら
始
め
た
ら
良
い

か
、
カ
タ
チ
に
と
ら
わ
れ
ず
や
る

気
を
引
き
出
す
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
、
一
緒
に
デ
ザ
イ
ン
し
て

M
ミラトンダッシュ
ira-Ton'
2024	Part２
地域で何かを始める、	
何かを続けるための	
ワークショップ・デザイン

「
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
が

文
化
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

　
令
和
６
年
12
月
20
日
、
国
の
文

化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
の
答
申

を
経
て
、
同
計
画
が
文
化
庁
長
官

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
文
化
財
の
保
存

と
活
用
に
つ
い
て
本
市
が
取
り
組

む
目
標
や
具
体
的
な
内
容
を
記
載

し
た
、
基
本
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
で
す
。

　
計
画
で
は
、
本
市
の
将
来
像
を

「
歴
史
・
文
化
と
共
に
生
き
、
歩
む

教育長に植野	均さんが再任
　令和６年第４回市議会定例会の同意を受け
て、植野均さんが12月７日付けで市教育委員
会教育長に再任されました。任期は３年です。
　植野さんは、昭和62年から中学校教諭、平成16年から
市教育委員会に勤務の後、金剛中学校長、第一中学校長
などを歴任し、令和５年６月から教育長を務めています。
問教育総務課（内線355）

ま
ち
づ
く
り
～
知
り
、
想
い
、
育

み
、次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
富
田

林
の
歴
史
・
文
化
～
」
と
設
定
し
、

文
化
財
の
保
存
や
活
用
に
関
す
る

課
題
、
対
応
方
針
、
今
後
10
年
の

取
り
組
み
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
同
計
画
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
下
図
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
文
化
財
課
（
内
線
４
３
２
）

LGBTQ
コミュニティ
スペース
「にじいろブーケ」

い
き
ま
し
ょ
う
。

と
き　
２
月
５
日
㈬
、
午
後
６
時

30
分
～
８
時

と
こ
ろ　
Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L
（
多
文

化
共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）

講
師　
平
井 

太
郎
さ
ん（
弘
前
大

学
教
授
）

対
象　
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る

ま
た
は
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
人

定
員　
30
人

費
用　
無
料

申
し
込
み　
１
月
15
日
㈬
～
、
市

民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
☎ 

(26)
７
８
８
７
〕
へ
（
申
し
込
み
先

着
順
、
電
話
申
し
込
み
可
）
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こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日に

本ほ
ん

の

災さ
い

害が
い

で
注ち

ゅ
う

意い

す
る
こ
と
を
紹し

ょ
う

介か
い

し

ま
す
。
ま
た
、
心し

ん

臓ぞ
う

が
止と

ま
っ
た

人ひ
と

を
助た

す

け
る
機き

械か
い

（
A
E
D
）
の

使つ
か

い
方か

た

の
勉べ

ん

強き
ょ
う

も
し
ま
す
。

と
き　
２
月が

つ

16
日に

ち

㈰に
ち

、
午ご

前ぜ
ん

10
時じ

～
正し

ょ
う

午ご

と
こ
ろ　
Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L
（
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

・
人じ

ん

権け
ん

プ
ラ
ザ
）

定て
い

員い
ん　

20
人に

ん　
費ひ

用よ
う　
無む

料り
ょ
う

※
い
ろ
い
ろ
な
言こ

と

葉ば

の
通つ

う

訳や
く

が
付つ

き
ま
す
。

申も
う

し
込こ

み　
１
月が

つ

24
日に

ち

㈮き
ん

ま
で
に
、

危き

機き

管か
ん

理り

室し
つ（
内な

い

線せ
ん

９
５
０
２
）ま
た

は（
特と

っ

活か
つ

）と
ん
だ
ば
や
し
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い〔
☎

（24）
２
６
２
２
〕へ

（
申も

う

し
込こ

み
多た

数す
う

の
場ば

合あ
い

抽ち
ゅ
う

選せ
ん

、電で
ん

話わ

申も
う

し
込こ

み
可か

）

※
右み

ぎ

下し
た

図ず

か
ら
も
申も

う

し
込こ

み
可か

。

外
がい
国
こく
人
じん
市
し
民
みん
のための

防
ぼう
災
さい
セミナー

Disaster	Prevention	Seminar
for	Foreign	Residents

震災対応訓練を実施
　10月29日、災害対応能力の向上を目的に危機
管理部局と連携した訓練を実施しました。
　同訓練では、大規模地震が発生した想定で、地
震発生直後の初動体制として大阪南消防局に非常
警備本部を設置し、構成市町村から被害情報など
の確認を行いました。

問大阪南消防局警防課〔☎072（958）9931〕

令
和
７
年

消
防
出
初
式

　
新
春
行
事
の
出
初
式
は
、
明
暦

３
年
（
１
６
５
７
年
）
の
明
暦
の

大
火
を
契
機
と
し
て
、
１
６
５
９

年
に
老
中
稲
葉
伊
予
守
正
則
が
定

火
消
４
隊
を
率
い
て
、
上
野
東
照

宮
前
で
出
初
め
を
し
、
気
勢
を
あ

げ
た
こ
と
が
起
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
時
焦
土
の
中
で
苦
し
い
復

興
作
業
な
ど
に
よ
り
絶
望
的
な
状

態
に
あ
っ
た
江
戸
庶
民
に
、
大
き

な
希
望
を
与
え
ま
し
た
。

　
本
市
消
防
の
歴
史
も
古
く
、
消

防
団
の
前
身
で
あ
る
富
田
林
町
消

防
組
は
大
正
２
年
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
春
恒
例
の
出
初
式
は
今
日
に

受
け
継
が
れ
て
お
り
、
市
内
14
消

防
分
団
と
大
阪
南
消
防
組
合
の
消

防
車
両
や
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
消
防
出
初
式
を
実

施
し
ま
す
。

と
き　
１
月
12
日
㈰
、
午
前
10
時

～
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ　
石
川
河
川
敷
川
西
グ
ラ

ウ
ン
ド

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
３
６
２
）

府立南大阪高等職業技術専門校	 	
４月入校生募集
募集科目　①自動車総合技術科、②電気主任技術科、③
情報通信科、④Webプログラミング科、⑤化学ビジネ
ス科、⑥空調設備科
応募資格　①～⑤18歳以上の人、⑥15歳以上の人
募集人数　①～④各30人、⑤⑥各20人
授業料　①～⑤年間11万8800円、⑥無料
※その他、入校料や教科書代などが必要です。
見学会
とき　１月16日㈭、２月14日㈮、26日㈬、いずれも午
後１時30分～（午後０時45分～受け付け）
ところ　同専門校（和泉市テクノステージ二丁目３の５）
※１月16日㈭は体験実習あり。
※試験日や申し込み方法など詳しくは、同専門校ウェブ
サイトをご覧ください。
問同専門校〔☎0725（53）3005〕

　
１
月
26
日
㈰
は
、「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

　
日
本
の
文
化
財
は
、
木
や
紙
な

ど
で
造
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い

た
め
、
燃
え
や
す
く
、
延
焼
が
早

く
な
り
ま
す
。
出
火
原
因
は
放
火

や
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
が
多

く
、
一
度
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
再

文
化
財
防
火
デ
ー

毎
年
１
月
26
日
は

び
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
す
。

　
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

文
化
財
を
火
災
な
ど
の
被
害
か
ら

守
る
た
め
、
火
災
予
防
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

問
大
阪
南
消
防
局
予
防
課
〔
☎

０
７
２（
９
５
８
）９
９
２
８
〕
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「P
プ ラ イ ド

RIDE 指標2024」でG
ゴ ー ル ド

OLDを獲得
　PRIDE 指標2024とは、（一社）w

ワ ー ク

orkw
ウ ィ ズ

ithP
プ ラ イ ド

ride が実
施している、職場における性的マイノリティ（LGBTQ）
に関する取り組みの評価指標であり、同指標に対する取り
組み事例において優れた企業などを表彰することで、企業・
団体などの枠組みを超えて、LGBTQが働きやすい職場づ
くりを日本で実現することを目的としています。
　同指標では、５つの評価指標
（行動宣言、当事者コミュニティ、
啓発活動、人事制度・プログラム、
社会貢献・渉外活動）により、５
点（ゴールド）、４点（シルバー）、３
点（ブロンズ）の評価を受けます。
　このたび、本市はゴールドを獲得しました。今後も職員
が自分らしく安心して本来の能力を発揮して働くことがで
き、また、全ての市民の皆さんも自分らしく安心して暮ら
すことができる取り組みを進めていきます。
問人権・市民協働課（内線471）

男女共同参画
フォーラム
Be	–	in ひろっぱ

■
全
体
会

「
心
地
い
い
家
族
の
カ
タ
チ
～
き
っ

と
毎
日
が
楽
し
く
な
る
～
」

　
家
事
（
子
育
て
・
介
護
を
含
む
）

は
家
族
み
ん
な
で
。「
き
れ
い
に

な
っ
た
」「
美
味
し
い
ね
」「
頑
張
っ

た
よ
ね
」
と
共
感
し
合
え
る
家
族

の
カ
タ
チ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
家
事
は
楽
し
い
生
活
の
た
め
の

手
段
」と
い
う
気
軽
な
ス
タ
ン
ス

で
、実
体
験
に
基
づ
い
た
、笑
い
あ

り
、
お
得
な
家
事
情
報
あ
り
の
楽

し
い
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
１
月
18
日
㈯
、
午
後
１
時

～
３
時

と
こ
ろ　
す
ば
る
ホ
ー
ル

講
師　
山
田 

亮
さ
ん
（
家
事
ジ
ャ 

ー
ナ
リ
ス
ト
）

定
員
　
１
０
０
人　
費
用
　
無
料

申
し
込
み　
１
月
15
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
、講
座
名
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、託
児
の

有
無
を
明
記
し
、人
権
・
市
民
協
働

課〔（
内
線
４
７
２
）・

jinken@
city.tondabayashi.l 
g.jp

〕へ
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
）

※
右
下
図
か
ら
も
申
し
込
み
可
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

※
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ

ズ
登
録
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示
も
開

催
し
ま
す
。

■
分
科
会
１

「
地
域
で
生
き
生
き
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
」

　
地
域
で
生
き
生
き
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
ど
ん
な
制
度
や
介
護
施

設
が
必
要
で
、
今
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
ど
ん
な
問
題
点
が
あ

る
の
か
を
考
え
ま
す
。

と
き　
１
月
18
日
㈯
、
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　
す
ば
る
ホ
ー
ル

講
師　
日
下
部 

雅
喜
さ
ん（
大
阪

社
会
保
障
推
進
協
議
会
介
護
保
険

対
策
委
員
長
）

定
員
　
40
人
　
費
用
　
無
料

申
し
込
み　
１
月
15
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
富
田
林
の
女
性
問
題
を
考
え

る
会
〔
☎
０
９
０（
１
９
５
６
）

９
４
４
８
・
FAX 

(35)
０
１
８
５
〕
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
分
科
会
２

「
性
暴
力
被
害
者
に
寄
り
添
う
大

阪
S
サ

チ

コ

A
C
H
I
C
O
の
役
割
と

取
り
組
み
～
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
の
機
能
と
継
続
を
求
め
て
～
」

　
性
暴
力
被
害
者
に
と
っ
て
の
救

済
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
「
大
阪

S
A
C
H
I
C
O
」
が
活
動
拠
点

か
ら
の
撤
退
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
大
切
な
役
割
や
現

状
、
課
題
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
を
共
有
し
ま
す
。

と
き　
１
月
18
日
㈯
、
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　
す
ば
る
ホ
ー
ル

講
師　
生い

き

魚お 

か
お
り
さ
ん
（
同
セ

ン
タ
ー
理
事・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

定
員
　
40
人
　
費
用　
無
料

申
し
込
み　
１
月
15
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合

会
富
田
林
支
部
女
性
部〔
☎・FAX 

（26）

１
６
９
７
〕
へ
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
抽
選
）

※
い
ず
れ
も
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
当
日
参
加
も
可
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　
こ
の
た
び
、
新
た
な
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

行
財
政
改
革
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

回
答
期
間　
１
月
10
日
㈮
～
29
日
㈬

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

回
答
方
法　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
行

政
管
理
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
回
答

※
詳
し
く
は
、
右
図
か
ら
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
行
政
管
理
課
の
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
行
政
管
理
課
（
内
線
３
３
９
）
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１月 10日は
「110番の日」

「
事
件
」「
事
故
」
な
ど
緊
急
時
は

「
１
１
０
番
」
を

　
も
し
、１
１
０
番
す
る
と
き
に
現

在
地
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、近

く
に
道
路
標
識
が
あ
れ
ば
、道
路

標
識
の
柱
に
貼
ら
れ
て
い
る
青
い

シ
ー
ル
の
番
号（
上
３
桁
、下
５

桁
）を
警
察
官
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

　
相
談
な
ど
緊
急
で
は
な
い
通
報

は
、
警
察
相
談
専
用
電
話
〔
☎
＃

９
１
１
０
〕
か
、
富
田
林
警
察
署

〔
☎
(25)
１
２
３
４
〕
へ
。

い
た
ず
ら
１
１
０
番
は
犯
罪
で
す

　
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の

た
め
に
、
い
た
ず
ら
１
１
０
番
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

問
富
田
林
警
察
署〔
☎
(25)
１
２
３
４
〕

パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
募
集

　

パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
と
は
、
盲

導
犬
候
補
の
子
犬
を
生
後
２
カ
月

か
ら
約
１
歳
３
カ
月
に
な
る
ま
で

の
約
１
年
間
、
飼
育
し
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
こ
の
間
に
子
犬
た
ち
は
、
愛
情

を
た
っ
ぷ
り
注
が
れ
、人
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
や
社
会
の
ル
ー

ル
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

必
要
条
件

・
家
族
で
子
犬
の
育
成
に
協
力
で

き
る

・
盲
導
犬
育
成
に
協
力
で
き
る

・
留
守
が
少
な
い

・
車
で
の
移
動
が
可
能
で
あ
る

・
月
に
１
回
程
度
訓
練
所
に
行
く

こ
と
が
で
き
る

・
攻
撃
性
や
警
戒
心
の
あ
る
動
物

を
飼
育
し
て
い
な
い

・
月
に
５
０
０
０
円
～
８
０
０
０

円
の
金
銭
負
担
が
可
能
で
あ
る

※
家
庭
に
乳
幼
児
が
い
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。

※
必
要
な
備
品
は
貸
し
出
し
ま
す
。

※
し
つ
け
や
健
康
面
に
関
し
て
は
、

担
当
職
員
が
訪
問
し
た

り
、教
室
を
開
催
し
た
り

し
て
指
導
・
相
談
し
ま
す
。

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
、
日
本
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
盲
導
犬 

訓
練
所〔
☎
(72)
０
９
１
４・

guid 
edog@

lighthouse.or.jp

〕
へ

※
右
下
図
か
ら
も
申
し
込
み
可
。

知っていますか？	 	 	 	 	
	「宅地建物取引業人権推進員制度」
　府では、宅地建物取引におけるあらゆる人権問題を
なくすため、業界団体と連携し、宅建業者の従業者を
対象に「宅地建物取引業人権推進員」を養成しています。
　同推進員を設置している事業所には、ス
テッカー（右図参照）を掲示しています。
問府建築振興課〔☎06（6210）9734〕

子
ど
も
を
道
路
上
で
遊
ば
せ
る

こ
と
は
大
変
危
険
で
す

　
子
ど
も
を
道
路
上
で
遊
ば
せ
る

こ
と
は
、
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
通

行
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、
接
触

事
故
な
ど
の
大
き
な
事
故
を
起
こ

す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
騒
音
・
器
物
損
壊
・
敷

地
侵
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
、
道
路
上
で
遊
ば

な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

問
道
路
公
園
課
（
内
線
４
１
２
、 

４
１
４
）

「第45回全国豊かな海づくり大会」の大会テー
マ・大会専用コスチュームデザインを募集
　同大会は、水産資源の保護・管理と海や湖沼・河川
の環境保全の大切さを広く国民に訴えるとともに、つ
くり育てる漁業の推進を通じて水産業の振興と発展を
図ることを目的として、昭和56年から開催されてい
る国民的行事です。大阪府では今大会が初めての開催
となります。
　つきましては、令和８年秋季に同大会が大阪府で開
催されるにあたり、「大会テーマ」および「大会専用
コスチュームデザイン」を募集します。
応募資格　国内在住の人（年齢、プロ、アマなど不問）
募集時期　１月14日㈫まで
※申し込み方法など、詳しくは同大会ウェブ
サイトをご覧ください。
問同大会大阪府実行委員会事務局〔☎06（6210）9612〕
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　　　　　　　　　　　　とき
施設名など

26
㈭

27
㈮

28
㈯

29
㈰

30
㈪

31
㈫

１
㈷

２
㈭

３
㈮

４
㈯

５
㈰

６
㈪

市役所・金剛連絡所・市送配水管
理センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休

市役所日曜窓口 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

休日急病診療　※１ 休 休 休 休 休

保健センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休

水道お客様センター 休 休 休 休 休 休 休 休

市民総合体育館 休 休 休 休 休 休 休

総合スポーツ公園 ※２ 休 休 休 休 休 休 休

図書館（中央・金剛）　※３ 休 休 休 休 休 休 休

公民館（中央 ·金剛 ·東 ·喜志分館）
※４

休 休 休 休 休 休 休

児童館 休 休 休 休 休 休 休

T
と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生 ·人権プラザ） 休 休 休 休 休 休

T
ト ピ ッ ク

opic 休 休 休 休 休 休

すばるホール 休 休 休 休 休 休 休

市役所分庁舎（すばるホール） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

レインボーホール（市民会館）　※５ 休 休 休 休 休 休

市民公益活動支援センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休

総合福祉会館（社会福祉協議会）　※６ 休 休 休 休 休 休

かがりの郷　※７ 休 休 休 休 休 休

けあぱる　※８ 休 休 休 休 休 休 休

旧杉山家住宅・旧田中家住宅・じ
ないまち交流館 休 休 休 休 休 休 休

富田林斎場 休 休

富田林霊園管理事務所　※９ 休 休 休 休 休 休

自転車等保管所（撤去自転車など） 休 休 休 休 休 休 休 休

きらめきファクトリー 休 休 休 休 休 休

年末年始の
業務案内

※市役所の業務は、
年末が12月27日㈮まで、
年始は１月６日㈪からです。
※１　内科・歯科は休日診療所、
小児科（中学生まで）は済生会富
田林病院で診察しています。
※２　12月28日㈯は午後１時～
電気点検のため閉館します。
※３　12月28日㈯～令和７年１
月４日㈯は、エコール・ロゼの返
却ポストは利用できません。
※４　金剛公民館は、１月４日㈯
～２月28日㈮は、空調設備改修
工事のため利用できません。
※５　12月28日㈯は、浴場の利
用はできません。
※６　12月26日㈭～令和７年１月
４日㈯は、浴場の利用はできません。
※７　12月28日㈯～令和７年１月
４日㈯は、浴場の利用はできません。
※８　12月30日㈪は介護老人保
健施設の受け付けのみ営業してい
ます。
※９　12月29日㈰～令和７年１
月３日㈮も終日墓参りはできます。

病
びょう

気
き

など、いざというときの連
れんらくさき

絡先

休
きゅう

日
じつ

急
きゅう

病
びょう

診
しん

療
りょう

診
し ん

療
りょう

日
び

　日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅく

日
じつ

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12/29 ～１/３）
市
し

立
りつ

休
きゅう

日
じつ

診
しん

療
りょう

所
じょ

〔☎（28）1333〕
①内

な い

科
か

 午
ご

前
ぜん

９時
じ

～ 11時
じ

30分
ふん

、午
ご

後
ご

１時
じ

～３時
じ

30分
ふん

②歯
し か

科午
ご

前
ぜん

９時
じ

～ 11時
じ

30分
ふん

（年
ねんまつ

末年
ねん

始
し

（12/29 ～１/３）
は午

ご ご

後１時
じ

～３時
じ

30分
ふん

も受
う

け付
つ

け）
済
さい

生
せい

会
かい

富
とん

田
だ

林
ばやし

病
びょう

院
いん

〔☎（29）1121〕
小
しょう

児
に

科
か

（中
ちゅう

学
が く

生
せ い

まで）
受
う け

付
つ け

時
じ

間
か ん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

～ 11時
じ

30分
ふん

、午
ご

後
ご

１時
じ

～３時
じ

30分
ふん

市
し

民
みん

向
む

け病
びょう

院
いん

案
あん

内
ない

専
せんよう

用ダイヤル
〔☎072（958）0119〕
●病

びょう

院
い ん

案
あ ん

内
な い

（24時
じ

間
かん

）
●小

しょう

児
に

夜
や

間
か ん

救
きゅう

急
きゅう

（午
ご

後
ご

８時
じ

～翌
よく

朝
あさ

８時
じ

（土
ど

、日
にち

曜
よう

日
び

・祝
しゅく

日
じつ

、
年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

は午
ご

後
ご

４時
じ

～）、中
ちゅう

学
がく

生
せい

までの子
こ

どもの急
きゅう

病
びょう

について）
※直

ちょく

接
せつ

、病
びょう

院
いん

へ行
い

っても受
じゅ

診
しん

できません。

小
しょう

児
に

救
きゅう

急
きゅう

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

〔☎♯８０００〕　
Ｉ
あい

Ｐ
ぴー

電
でん

話
わ

・ダイヤル回
かい

線
せん

〔☎06（6765）3650〕
午
ご

後
ご

７時
じ

～翌
よく

朝
あさ

８時
じ

、子
こ

どもの急
きゅう

病
びょう

についての相
そう

談
だん

救
きゅう

急
きゅう

安
あん

心
しん

センター	おおさか
救
きゅう

急
きゅう

医
い

療
りょう

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

〔☎♯7119〕
Ｉ
あい

Ｐ
ぴー

電
でん

話
わ

·ダイヤル回
かい

線
せん

〔☎06（6582）7119〕
病
びょう

院
いん

に行
い

くか救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

を呼
よ

ぶか迷
まよ

ったときは相
そう

談
だん

を
（看

かん

護
ご

師
し

が医
い

師
し

の支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の下
もと

、24時
じ

間
かん

、病
びょう

気
き

・ケガなどの
相
そう

談
だん

に応
おう

じます）

緊
きん

急
きゅう

時
じ

は迷
まよ

わず、119番
ばん
へ !

▼受
じゅ
診
しん
判
はん
断
だん
の

目
め
安
やす
はこちら
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年末年始のごみ・し尿収集日
問環境衛生課（内線 144～ 146）

年末年始のごみ収集日 ※下表にない収集地域は通常の日程で収集します。
※下表中の空欄になっているゴミの収集については通常の日程で収集します。

　もえるごみ
令和７年１月４日㈯より通常の日程で収集します。　※１月１日㈷～３日㈮は休み。
◎月・木曜日の収集地域は、年末は12月30日㈪まで、年始は７年１月６日㈪から
◎火・金曜日の収集地域は、年末は12月31日㈫まで、年始は７年１月７日㈫から
◎水・土曜日の収集地域は、年末は12月28日㈯まで、年始は７年１月４日㈯から

　粗大ごみ 令和７年１月６日㈪より通常の日程で収集しますが、１日㈷～３日㈮の収集地域は、
下表の日程に変更して収集します。

資
源
ご
み

カン・ビン、ペットボトル、プラスチック製容器包装、牛
乳パックなど

令和７年１月６日㈪より通常の日程で収集しますが、１日㈷～３日㈮の収集地域は、
下表の日程に変更して収集します。
※収集日程の変更により、次の週も同じ資源ごみの収集がある場合があります。

収集地域 粗大ごみ カン・ビン・ペットボトル・
牛乳パックなど プラスチック製容器包装

甲田、桜ケ丘町、新家一丁目、中野町西、錦ケ丘町、宮甲田町 　1/ １㈷→ 12/28 ㈯

旭ケ丘町、粟ケ池町、川面町、喜志新家町、喜志町一～五丁目、
木戸山町、西条町、桜井町、通法寺町、平町、南旭ケ丘町、宮町 　1/ １㈷→ 12/28 ㈯ 　1/ ３㈮→１/10㈮

梅の里、喜志（大字）、若松町一丁目 　1/ １㈷→ 12/28 ㈯ 　1/ ３㈮→１/10㈮

嬉、彼方、伏見堂、不動ケ丘町、横山 　1/ ３㈮→ 12/31 ㈫
甘南備、久野喜台、佐備、寺池台一丁目、楠風台、山手町、龍泉 　1/ １㈷→１/８㈬
青葉丘、加太、五軒家、新青葉丘町、錦織北・中・東・南 　1/ ２㈭→１/９㈭

新堂（平和台のみ）、緑ケ丘町 　1/ ３㈮→１/10㈮

川向町、西板持町、東板持町 　1/ １㈷→ 12/28 ㈯

高辺台一・二丁目、高辺台三丁目（１～ 29棟） 　1/ １㈷→１/８㈬
金剛錦織台、金剛伏山台、須賀、伏山 　1/ ２㈭→ 12/30 ㈪
向陽台四・五丁目 　1/ ３㈮→ 12/30 ㈪
清水町、新堂（PL· 平和台以外）、新堂（PLのみ）、中野町東、若松町東 　1/ ３㈮→１/10㈮

もえるごみは12月 31日㈫まで通常どおり収集

年末年始のし尿収集日 ※毎月の収集日は、市ウェブサイト（環境衛生課のページ）に掲載しています。
※収集日は、多少前後する場合がありますのでご了承ください。

し尿収集地域 し尿収集日 し尿収集地域 し尿収集日

ア
・
カ
行

青葉丘、加太、五軒家 12/27 ㈮、１/10㈮

ナ
・
ハ
行

中佐備 １/10㈮
旭ケ丘町 １/７㈫ 中野町 １/６㈪
嬉（桜ケ丘） 12/24 ㈫、１/13㈷ 中野町西 12/25 ㈬、１/10㈮
嬉（桜ケ丘除く） １/11㈯ 楠風台 １/10㈮
彼方 12/24 ㈫、１/13㈷ 西板持町（柏木住宅） １/７㈫
上佐備 １/10㈮ 西板持町（柏木住宅除く）１/７㈫、８㈬
川面町 １/６㈪ 錦ケ丘町、富美ケ丘町 12/30 ㈪、１/16㈭
川向町 １/７㈫ 錦織（大字）、錦織南、伏山 12/26 ㈭、１/15㈬
甘南備 １/10㈮ 錦織北 12/26 ㈭、１/14㈫
喜志新家町 12/24 ㈫、１/８㈬ 錦織中・東（笹原町除く） 12/25 ㈬、１/14㈫
喜志町一～四丁目 １/６㈪ 錦織東（笹原町） １/11㈯
喜志町五丁目 12/27 ㈮、１/10㈮ 東板持町 １/10㈮
北大伴町 １/６㈪ 平町 12/25 ㈬、１/９㈭
木戸山町 １/６㈪ 伏見堂（青山台） 12/25 ㈬、１/14㈫
甲田（北甲田含む） 12/26 ㈭、１/14㈫ 伏見堂（青山台除く） １/11㈯
寿町一～三丁目 12/30 ㈪、１/16㈭ 別井 １/６㈪
寿町四丁目 12/25 ㈬、１/10㈮ 本町 12/27 ㈮、１/13㈷

サ
・
タ
行

西条町、桜井町、通法寺町 １/６㈪
マ
・
ヤ
・
ラ
・
ワ
行

南大伴町 １/８㈬
桜ケ丘町 12/24 ㈫、１/８㈬、９㈭ 宮甲田町 12/27 ㈮、１/13㈷
下佐備 １/10㈮ 宮町 12/28 ㈯、30 ㈪、１/15 ㈬、

16㈭昭和町 12/28 ㈯、１/15㈬
新家 12/27 ㈮、１/13㈷ 山中田町 １/７㈫
須賀（大字含む） 12/26 ㈭、１/15㈬ 横山 12/24 ㈫、１/13㈷
谷川町 １/６㈪ 龍泉 １/10㈮
廿山 １/10㈮ 若松町 １/４㈯
常盤町（国道筋） 12/24 ㈫、１/８㈬、９㈭ 若松町西 12/25 ㈬、１/10㈮
常盤町（国道筋除く） １/４㈯ 藤野ミゼット車収集地区 １/７㈫
富田林町 12/28 ㈯、１/７㈫ 阪南ミゼット車収集地区 12/27 ㈮、１/10㈮
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ま
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ト
ピ
ッ
ク
ス
11～12月

広報とんだばやし2025年１月号

　11月19日、「認知症の本を読もう！ MEET★
富田林コンクール」の表彰式が開催されました。
　同コンクールは、「認知症と伴にあゆむ笑顔の
まち」をめざして、市内の小・中学生を対象に、
認知症に関係のある本を読んで感じたことをまと
めた読書感想文や絵を募集したものです。
　受賞者の皆さんには、表彰状と記念品が授与さ
れました。

「MEET★富田林コンクール」表彰式

　11月23日、石川河川敷川西グラウンドで農業祭と防災フェアが開催され、約7000人が来場しました。
農業祭では、農林水産省の地理的表示（GI）保護制度に農産物として大阪府内で唯一登録となった「富
田林の海老芋」を使った豚汁や「奇跡の復興米」を使ったおにぎりが、無料で振る舞われました。
　また、防災フェアでは、消火訓練やAED体験、防火服の試着などが実施され、子どもも大人も楽
しく防災について学んでいました。

実りの秋、旬の野菜がずらり

　12月６日、富田林警察署で「署歌披露演奏会」
が行われ、大阪府警察音楽隊の生演奏によって
署歌が披露されました。
　富田林署員が作詞・作曲を手がけ、金剛山や
富田林寺内町、だんじりといった富田林の自然
や文化に触れつつも、地域の「平和を
守る」という警察官の決意が込められた、
力強い内容となっています。　

「富田林警察署歌」を披露

詳しくは
こちら
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広報とんだばやし2025年１月号

　11月20日、市議会議事堂で「子どもの権利条約」について考えたことを発表する、小学生サミットが
開催されました。同サミットには、市長、教育長、市議会議長・副議長も同席しました。
　本市では「こどもの権利に関する条例」の制定を進めています。この取り組みの一環として、市内16
の小学校の代表、65人が集まり、「条約で大切にしたい権利とその理由」をテーマに発表し、意見交換をし
ました。ラップにしたり、歌にしたりと各校が個性的な方法で自分たちの意見を発表してくれました。

「子どもの権利」ってなんだろう

　南海金剛駅周辺の街並みを彩る風物詩、金剛きらめきイルミネーションが今年も始まりました。
今年は「C

コ ネ ク ト

ONNECT～繋
つ な

がる光～」をテーマに、蝶をモチーフとした幻想的な光の世界が広がっています。
　イルミネーションは1月19日㈰まで点灯していますので、ぜひ一度足を運んでみてください。

冬の夜を彩る　光の世界
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子どもたちの将来を見据え、「今」できること　
　令和６年４月１日改正障害者差別解消法が施行さ
れました。もとの障害者差別解消法（平成28年施
行）では、障がいのある人への「不当な差別的取扱
い」を禁止し、「合理的配慮」および「環境の整備」
を行うこととし、障がいのある人もない人も共に生
きる社会（共生社会）をめざしていました。今回の
改正では、共生社会を実現するための取り組みを推
進するため、地方公共団体だけではなく事業者に
も「合理的配慮」の提供を義務付けることとなりま
した。また、以前とは大きく異なっている点として、
当事者を相手にしているのではないということです。
当事者が頑張って変わらないといけないのではなく、
社会の障壁をなくすことや環境を整えることで、お
互いを理解し助け合うことにより、より良い共生社
会になるということを大事にしています。
■本市でもさまざまな取り組みを推進しています
　本市でも、「すべての子どもをみんなで応援する
まちづくり」をめざし、市民全体で子どもの権利を
理解し尊重した上で、一人一人の成長を見守り、子

どもの最善の利益を優先する社会の実現に向けて、
さまざまな取り組みを推進しています。
　　本市の小・中学校では、一人一人を大切にし、
どの子も人権が尊重されるよう日々取り組んでいる
ところです。障がいのある子の学びの場である支援
学級や通級指導教室においては、子どもの障がい特
性や得意なこと苦手なことをしっかりと正しく捉え、
一人一人に応じた特別の教育課程を設定しています。
学習のみを個別で行う場というのではなく、子ども
の将来の自立や社会参画に向けて「今」必要な支援
や適切な指導を行っています。また、教室での交流
および共同学習について、障がいのある子もない子
も同じ場で学ぶことで、お互いにその子らしさを理
解し、困っているときは助け合い、うれしいときに
は一緒に喜ぶなど、すべての子どもの成長につなが
る仲間づくりを行っています。
　学校で行っているようなことが、最初に述べた法
の理念に基づいて、富田林市や社会に広がっていけ
ば、それが、共生社会への一歩へとつながるのでは
ないでしょうか。

教育指導室（内線364）

高
齢
人
生
の
分
岐
点	

	
	

～
フ
レ
イ
ル
期
の
生
き
方
が
健
康

寿
命
を
左
右
す
る
～

■
超
高
齢
社
会
で
は
介
護
・
支
援
が
必
要

な
期
間
は
約
10
年

　

日
本
は
、高
齢
者
人
口
が
ほ
ぼ
3
割
を

占
め
る
世
界
で
も
有
数
の
超
高
齢
社
会
で

す
。こ
れ
は
、医
療
の
進
歩
や
高
い
健
康
志

向
に
よ
る
平
均
寿
命（
男
81
歳
・
女
87
歳
）

の
伸
び
に
よ
る
も
の
で
す
。し
か
し
、
加
齢

に
よ
る
虚
弱
や
脳
卒
中
・
認
知
症
・
骨
関
節

疾
患
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、自
立
し
た
日

常
生
活
が
で
き
ず
、長
期
間（
約
10
年
）の

介
護
・
支
援
が
必
要
に
な
る
の
が
現
実
で
す
。

■
フ
レ
イ
ル
を
知
る

　
超
高
齢
社
会
で
は
、
病
気
の
発
症
や
悪

化
予
防
と
、
自
分
自
身
で
日
常
社
会
生
活

を
行
え
る
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
に
は
健
康
寿
命
の
終
盤
期

に
感
じ
出
す
心
身
の
衰
え
（
フ
レ
イ
ル
）

の
改
善
が
必
要
で
す
。
フ
レ
イ
ル
は
次
の

①
～
⑤
の
項
目
で
3
つ
以
上
該
当
す
れ
ば

簡
易
的
に
判
断
で
き
ま
す
。
①
体
重
が
半

年
間
で
２
㎏
以
上
減
少
し
た
、
②
握
力
が

低
下
し
た
（
男
28
㎏
未
満
、
女
18
㎏
未
満
）、

③
最
近
訳
も
な
く
疲
労
を
感
じ
る
、
④
歩

行
速
度
が
低
下
し
た
（
１
分
間
で
60
ｍ
未

満
）、
⑤
軽
い
運
動
お
よ
び
定
期
的
な
運

動
を
週
に
1
回
も
し
な
い
。

　
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
は
次
の
3
つ
の
要
因

が
重
な
っ
て
進
行
し
ま
す
。
①
持
病
で
の

体
力
低
下
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
力
・
筋

量
・
歩
行
力
の
低
下
）
や
ロ
コ
モ
（
運
動

器
症
候
群
：
移
動
能
力
低
下
）
な
ど
の
身

体
的
要
因
、
②
意
欲
低
下
や
認
知
機
能
低

下
な
ど
の
精
神
心
理
的
要
因
、
③
人
間
関

係
の
希
薄
化
や
社
会
参
加
の
低
下
な
ど
の

社
会
的
要
因
で
す
。

■
フ
レ
イ
ル
期
は
高
齢
人
生
の
分
岐
点

　
フ
レ
イ
ル
へ
の
対
応
は
、
適
切
な
運
動
、

栄
養
、
精
神
活
動
（
趣
味
・
余
暇
の
活
用

な
ど
）
と
社
会
参
加
（
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
）
の
実
践
が
大
切
で
す
。
継
続
で

き
れ
ば
フ
レ
イ
ル
の
軽
減
の
み
な
ら
ず
、

改
善
も
期
待
で
き
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
進

行
に
任
せ
た
ま
ま
で
要
介
護
状
態
を
早
く

か
ら
受
け
入
れ
る
の
か
、
実
践
を
継
続
し

て
一
人
で
自
由
に
移
動
で
き
る
健
康
寿
命

を
長
く
保
つ
の
か
、
フ
レ
イ
ル
期
の
生
き

方
は
高
齢
人
生
の
分
岐
点
と
言
え
ま
す
。

■
け
あ
ぱ
る
高
齢
か
ら
だ
塾
を
開
催

　
け
あ
ぱ
る
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命

に
関
わ
る
講
座
と
し
て
、年
４
回「
け
あ
ぱ

る
高
齢
か
ら
だ
塾
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

1
月
は「
心
不
全
と
高
齢
期
を
生
き
る
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
27
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

け
あ
ぱ
る
〔
☎
（28）
８
６
０
０
〕
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川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
が
き
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま
で
）。
市
内
在

住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
作
品
の
漢
字

や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
号
の
「
俳
句
」
は
１
月
31
日
㈮
、４
月
号
の
「
川

柳
」（
宿
題「
節
」は
２
月
28
日
㈮
）、５
月
号
の「
短
歌
」

は
３
月
31
日
㈪
ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て

く
だ
さ
い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄弟・
姉妹と一緒に写っている写真でも可）は、写真に、
メッセージ（20字程度）を添え、住所、保護者
と子どもの名前（ふりがな）、撮影時の年齢（月
齢）、電話番号を記入し、封書で左
記の宛先まで応募してください。

　また、市ウェブサイトからもご応募いただけます。
　なお、今応募した場合、掲載は約２カ月後になります。

富
田
林
市
役
所
都
市
魅
力
課

常
盤
町
1
番
1
号

－５８４ ８５１１
住
所
・
氏
名
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号

（

）

宛先

石香　心
こ

桃
と

乃
の

ちゃん（５カ月）
沢山笑って泣いて元気に育っ
てね！

岡本　陽
ひよ

莉
り

ちゃん（３カ月）
これから一緒にたくさん遊ぼ
うね～！♡

浅田　ファジェイちゃん
（８カ月）
動物のぬいぐるみ大好き。
我が家のアイドル♡

森本　恵
え

瑠
る

ちゃん（３カ月）
いつも幸せをくれてありがと
う♡

1
０
０
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
!

大里　マサヱさん大里　マサヱさん

＝
秀
句
＝

ラ
イ
バ
ル
の
嫉
妬
も
バ
ネ
に
金
メ
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
ケ
丘
町　
松
島　
き
よ
み

《
選
評
》 

嫉
妬
「
自
分
よ
り
優
れ
て
い
る
と
感
じ
る

人
に
対
し
て
妬ね

た

み
や
嫉そ

ね

み
と
い
っ
た
感
情
を
抱
く
悪

徳
で
あ
る
」
と
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
は
解
説
し
て
い

ま
す
。
嫉
妬
を
良
い
方
に
利
用
し
て
金
メ
ダ
ル
を
勝

ち
取
っ
た
と
い
う
前
向
き
な
明
る
い
嫉
妬
で
し
た
。

優
し
さ
も
嫉
妬
も
同
じ
人
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
風
台　
　
　
西
田　
英
子

体
力
で
負
け
て
若
さ
に
嫉
妬
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
田　
　
　
　
　
清
井　
浩

嫉
妬
深
い
男
が
決
め
た
女
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町　
　
　
笹
原　
秀
計

や
け
酒
は
同
僚
の
昇
進
聞
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健康診査はお済みですか？	
～有効期限は３月 31 日㈪
まで～
①特定健康診査　
　特定健康診査は、生活習慣病と関
係の深いメタボリックシンドローム
に着目した健診です。富田林市国民
健康保険加入者のうち、実施年度中
に40歳から74歳になる人に、健診
受診時に必要な「特定健康診査受診
券」を送付しています。
※実施医療機関や受診方法など詳し
くは、受診券に同封のパンフレット

「特定健康診査のご案内 けんしんに
行こう」をご覧ください。
※健診受診のご案内のため、コール
センターから電話する場合がありま
す。
※特定健康診査の結果は、マイナ
ポータルで確認できますので、日頃
の健康管理にご利用ください。
②後期高齢者の健康診査・歯科健康
診査
　大阪府後期高齢者医療広域連合で
は、被保険者の健康管理・健康保持
増進のため、健康診査・歯科健康診
査を実施しています。被保険者は、
年度中に１回受診することができま
す。
　後期高齢者の健康診査・歯科健康
診査は、生活習慣病とフレイル（加
齢に伴う機能低下）の項目があり、
早期発見・早期対策により健康状態
の維持・改善につながります。
※受診方法など詳しくは、受診券に
同封のパンフレット「後期高齢者医
療の健康診査について」または「歯
科健康診査のお知らせ」をご覧くだ
さい。
※３月に同制度に加入する人への同
診査の受診券やお知らせは、４月以
降に送付します。

保険年金課（①は内線155、②は
内線158、159）

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健セ
ンター〔☎(28)5520・FAX(29)7760〕へ。実施医療機関やそ
の他の検診は４月号広報に折り込みの「令和６年度保健事業案
内」または市ウェブサイトをご覧ください。

済生会富田林病院の案内
詳しくは、同病院〔☎ (29)1121〕にお問い合わせください（月～金曜日( 祝日は除く)、午前９時～午後５時）

皮膚がん検診 とき　１/15 ㈬、午後２時～４時 30 分　内容　皮膚がんを心配されている人のた
めに、皮膚科専門医師の視診による検診　費用　無料（予約制）

女性専用外来
とき　１/16 ㈭、午後１時～３時 30 分　内容　「気になる症状があるけれど受診す
る科目が分からない｣「男性医師だと恥ずかしくて聞けない」など診察や治療の相
談について女性医師が担当します　※診療時間は１人当たり 25 分程度。
定員　６人　費用　有料（予約制）

ベビー
マッサージ教室

とき　１/16 ㈭、午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分、午後１時～２時
内容　赤ちゃんとのふれあい、スキンシップの方法　定員　各６組　費用　700 円
申し込み　１/ ６㈪～、同病院へ（申し込み先着順）

1 月は子宮頸
けい

がん月間
　子宮頸がんは、近年20代や30代
の若年層で増加傾向にあります。
　しかし、子宮頸がんは早期発見、
早期治療ができれば比較的治療しや
すいがんです。
　本市では、職場などで検診を受け
る機会のない市民を対象に子宮頸が
ん検診を無料で実施しています。
　20歳になったら２年に１回の検
診を定期的に受けましょう。
※保健センターで実施する
子宮頸がん検診は右図から
も申し込みできます。

献血にご協力を
　少子高齢化により、献血者数が減
少しており、血液製剤の必要量の確
保が困難となっています。
 ぜひ、400ml献血にご協力くださ
い。

彼方小学校＝１月11日㈯、午前
10時～正午、エコール・ロゼ＝12
日㈰、26日㈰、午前10時～午後４時、
コノミヤ富田林店＝18日㈯、午前
10時～正午、午後１時～４時30分
※献血を受けていただける条件など
詳しくは、お問い合わせください。

市献血推進協議会〔☎（25）8261〕

富田林保健所の案内
　富田林保健所では「エイズに関する相談」、「医療機関に関する相談」、「こころの健康相談」、「エイズ
抗体検査」、「梅毒血清反応検査」、「クラミジア抗原検査」、「腸内細菌検査」、「ぎょう虫卵検査」、

「飲用水・井戸水検査」、「骨髄バンクドナー登録」などを実施しています。
　詳しくは同保健所〔☎ (23)2681〕にお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

がん検診（費用は無料、電話予約可）

種　別 対　象　者 内　　容 日　程　な　ど

胃がん

満 50 歳以上 ２年に１
回（昭和 49 年以前の
奇数年生まれの人）

問診、胃内視鏡検査
とき　日程は、４ 月 号広報
に折り込みの「令和６年度
保健事業案内」に記載　
※市ウェブサイトでもご覧
いただけます。
ところ　保健センターまた
は実施医療機関
申し込み　保健センターま
たは実施医療機関へ（申し
込み先着順、電話申し込み
可）
※詳しくは、保健センター
へお問い合わせください。
※保健センターで実施して
いるがん検診は
右図からも申し
込みできます。

満 40 歳以上
（年度内に１回）

問診、胃部エックス線検査

肺がん
(結核健診含む) 問診、胸部エックス線検査

大腸がん 問診、便潜血反応検査

乳がん
40 歳以上 ２年に１回

（昭和の奇数年生まれの
人）

問診、マンモグラフィ検査
（乳房エックス線検査）

子宮がん

20 歳以上 ２年に１回
（昭和の奇数年生まれ
の人、または平成の偶
数年生まれの人）

問診、視診、内診、頸
部細胞診

（医師が必要と判断し
た場合のみ体部検診）
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講座・催し
富貴の里保育園内	 	
子育て支援センターの催し
①アラフォーママ＆プレママ集まれ！

１月10日㈮、午前10時～ 11時
30分

参加者同士の交流会など
35 ～ 45歳までの母親と子ども、

または妊娠中の人　
10組
②子育て講座「親子ふれあい体操」

１月21日㈫、午前10時～11時30分
１歳半以上の子どもと保護者　
13組
③みんなであそぼ「豆まき」

１ 月24日 ㈮、午 前10時30分 ～
11時30分

就学前の子どもと保護者　 13組
④つくろう広場「削り絵」

１月29日㈬、午後１時30分～２
時30分

就学前の子どもと保護者　 13組
いずれも１月６日㈪、午前９時30

分～、同センター〔☎（28）7364〕へ
（申し込み先着順）

梅の里こども園内	 	 	
子育て支援センターの催し
①子育て講座「ポーセラーツ（白磁
の上絵塗り）」

１月16日㈭、午前10時～ 11時
就学前の子どもと保護者　 15組
②あおぞら保育「手作りおもちゃ」

１月22日㈬、午前10時～ 11
時30分（午前10時30分まで受け付
け）＝梅の里３号公園（梅の里一丁
目17の12）、２月８日㈯、午後１
時30分～２時30分（午後１時30分
まで受け付け）＝梅の里南自治会東
集会所（梅の里一丁目22の21）

②は当日直接会場へ、① は１月
６日㈪～ 15日㈬に同センター〔☎

（23）4555〕へ（申し込み先着順）

子ども読書活動推進講演会	
～乳幼児のいるファミリーと子
育て支援者のための防災講座～
　災害発生12時間シミュレーショ
ンを体験し、子育て中の家庭にとっ
て何がリスクかを考えてみましょ
う。

１月28日㈫、午前10時30分～正午
中央公民館
乳幼児のいる家族、子どもに関わ

る人
30人　
無料
講師　上沢 聡子さん（防災士）

１月７日㈫、午前10時～、金剛
図書館へ（申し込み先着順、電話申
し込み可）
※１月14日㈫以降は電話申し込み
のみ。
※就学前の子どもの託児を希望する
人は、お問い合わせください。

今年度の実施医療機関での予防接種
※実施医療機関は、４月号広報に折り込みの「令和６年度保健事業案内」に記載しています。
※予診票は医療機関に備え付けています。
小児用肺炎球菌・五種混合（DPT-IPV-Hib）
初回の接種は生後２カ月～
※令和 6 年 10 月１日より、20 価の小児用肺炎球菌ワ
クチンが定期接種対象となりました。

BCG
生後５カ月～８カ月未満

ロタウイルス
生後２カ月～（初回の接種は生後 14 週６日までに）

二種混合（ジフテリア・破傷風混合）
11 歳・12 歳

水
す い と う

痘（水ぼうそう）
１歳になったらすぐ、１回目終了後、６カ月～１年あけて
麻しん風しん混合（MR）
１期＝１歳になったらすぐ、２期＝令和６年４月１日以降にすぐ
※２期は平成 30 年４月２日～ 31 年４月 1 日生まれの人が対象です。
日本脳炎
１期＝３歳～７歳６カ月未満、２期＝９歳～ 12 歳　※平成 19 年４月１日以前生まれの人（た
だし、接種時に 20 歳未満の人）で、未接種および不足分がある人も定期接種として受けられます。
ヒトパピローマウイルス（HPV）　※子宮頸がん予防
定期予防接種対象＝平成 20 年４月２日～ 25 年４月１日生まれの女性
キャッチアップ接種（経過措置）対象＝積極的な勧奨を差し控えている期間中に定期接種の対
象であった平成９年４月２日～ 20 年４月１日生まれの女性
B 型肝炎　
生後２カ月、生後３カ月、生後７～８カ月（初回の接種から 20 週以降）

保健センター〔☎（28）5520〕での乳幼児健診（要予約）
４カ月児健診＝１月 17 日㈮、24 日㈮、１歳７カ月児健診＝１月９日㈭、23 日㈭、２月
６日㈭、２歳６カ月児歯科健診＝１月 16 日㈭、３歳６カ月児健診＝１月８日㈬、22 日㈬、
２月５日㈬、５歳児健診＝１月 10 日㈮、30 日㈭
いずれも、健診日の約１カ月前に個別通知で案内します。詳しくは、通知をご覧ください。
※転入などで個別通知が届かない場合や、個別通知でお知らせした日程を変更したい場合
は、保健センターへお問い合わせください。

子育てハッピー講座
　ファシリテーターとして活躍する
金
きむ

 香
か

百
ゆ

合
り

さんを講師に迎え、親子
でハッピーになるヒントを考える講
座です。

２月５日㈬、12日㈬、19日㈬、
午前10時～ 11時30分（全３回）

児童館　
０～ 18歳までの子どもをもつ保

護者　
※いずれかが市内在住・在勤・在学
の人に限ります。

15人（託児あり）
無料　
筆記用具
１月15日㈬までに、児童館へ（電

話申し込み可、申し込み多
数の場合抽選）
※右図からも申し込み可。
※結果は郵送でお知らせします。

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037
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就学援助（入学準備費）の	
小学校入学前支給の申請を
　今春小学校に入学する児童（平成
30年４月２日～ 31年４月１日生ま
れの人）の保護者を対象に、就学援
助（入学準備費）の入学前支給の申
請を次のとおり受け付けますので、
希望する人は申請してください。

１月６日㈪～ 31日㈮（土・日曜
日、祝日を除く、午前９時～午後５
時30分）に、保護者名義の通帳の
写しを持参し、市役所４階
教育指導室（内線364）へ
※右図からも申し込み可。

講座・催し
育児教室（ぴよぴよクラス・すく
すくクラス）、プレ☆ママパパ教室
　保健センターでは、定期的に同教
室を実施しています。
ぴよぴよクラス＝離乳食のすすめ

方、ふれあい遊び、個別相談など、
すくすくクラス＝離乳食の完了と幼
児食のすすめ方、歯の話、ふれあい
遊び、個別相談など、プレ☆ママパ
パ教室＝妊娠中の過ごし方、沐

も く

浴
よ く

実
習など
※詳しくは、市ウェブサイト（健康
づくり推進課のページ）をご覧いた
だくか、お問い合わせください。

ぴよぴよ
クラス

すくすく
クラス

プレ☆ママ
パパ教室

保健センター〔☎（28）5520〕

子育て支援事業（園庭開放など）

子育て支援センター（園庭・室内開放、子育て講座など）親子で活動したり、交流したりできます。

保育施設（園庭開放、お誕生日会など）親子で遊ぶことができます。　※要予約。

つどいの広場　親子が気軽に集い、交流します。育児相談もできます。

保育室「の～んびりん」 親子で遊んだり、交流したりする場としてご利用いただけます。

ふらっとスペース金剛（寺池台）
☎(29)5227

※月～土曜日（祝日、年末年始（いずれも12/29 ～１/５）は除く）、①は午前９時～午後５時、②は
午前10時～午後５時に、電話相談を実施。

※月・火・木・金曜日は午前９時～午後４時45分に、水曜日は午前９時～正午に、室内開放を実施（いず
れも祝日、年末年始（12/28 ～１/５）は除く）。

月～金曜日、第１土曜日（午前、祝日、年末年始（12/27～１/３）は除く）

ネットワークすこやか（須賀）
☎(56)5540

ひだまり（向陽台）☎(70)7400

※市立保育園では、月～土曜日（祝日、年末年始（12/29～１/３）は除く）、午前10時～午後４時に、電話相談を実施。

　本市では、皆さんの子育てをサポートするため、下記の施設でさまざまな事業を
実施していますので、気軽にご利用ください。
※開催日時・内容など詳しくは、子育て応援サイトＴｏｎＴｏｎの「子育てを楽しみたい」
の「園庭開放等に関する案内」のページをご覧ください（右図から、
スマートフォン対応サイトへアクセスできます）。または、市ウェブサ
イトからもご覧いただけます。
問こども政策課（内線205）または各施設へ

月～土曜日　※グリーンピア東条＝毎週火・木・金曜日も開設
※いずれも祝日、年末年始（12/28～１/４）は除く。

月～木曜日（祝日、年末年始（12/28～１/４）は除く）

☎(23)3941富田林保育園

☎(24)3301富田林幼稚園

金剛保育園 ☎(29)1474
彼方保育園 ☎(33)3943 大伴保育園 ☎(23)6579

新堂幼稚園 ☎(24)3302 喜志幼稚園 ☎(24)3303 大伴幼稚園 ☎(24)3304
彼方幼稚園 ☎(35)1191 錦郡幼稚園 ☎(24)3306 川西幼稚園 ☎(24)3307

若葉保育園 ☎(24)3308

富貴の里保育園 ☎(28)7364常徳保育園 ☎(25)3561 ☎(26)3571ふれんど保育園
菊水保育園 ☎(29)3837

げんき桜こども園 ☎(68)7018

月～土曜日（第３火曜日は除く）　※レインボーホール＝月・金・土曜日、
かがりの郷＝火～木曜日（祝日は除く）、すばるホール＝水～金曜日も開設
※年末年始（12/28 ～１/４）は除く。

児童館　☎(25)0666

①富貴の里保育園内　☎(28)7364

みどり保育園☎(24)4190

葵音つばさこども園

津々山台幼稚園☎(28)6767

②梅の里こども園内 ☎(23)4555

青葉丘幼稚園☎072(365)0415

金剛東保育園☎(29)1600

幼稚園（園庭開放など）さまざまな子育て支援事業を実施しています。

認定こども園（園庭開放など）さまざまな子育て支援事業を実施しています。

幼児教育センター（園庭・室内開放、子育て相談など）親子で遊んだり、交流したりできます。
第１幼児教育センター(富田林幼稚園内) ☎(24)9968 第２幼児教育センター(青葉丘幼稚園内) ☎072(365)1511

☎(28)1584ともっち保育園

梅の里こども園☎(23)4555

Ｋｏｔｏｎａ☎(69)7507

葛城保育園 ☎(29)9211

こ　　と　　な

伏山台幼稚園 ☎(28)4107
東金剛幼稚園 ☎(28)0330

しろがね幼稚園☎(25)7600
平成幼稚園 ☎(28)2220 芸大付属金剛幼稚園 ☎(29)1402

ＰＬ学園幼稚園☎(24)5135

☎(40)0283寺池台こども園☎(69)7752

※仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださ
る人も募集しています。　問い合わせ　こども政策課（内線283）

「ファミリー・サポート・センター」 依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

くみの木こども園なかの☎(23)8827 宙保育園 ☎(70)7780伏山こども園 ☎(55)2480 げんき桜桃保育園☎(69)8875さくらんぼ

南河内地区	 	 	
親学習リーダー養成講座
　親学習は、保護者同士がお話や交
流を通して行う、親子の関係や子育
てについての学びの場です。この親
学習の進行役となるのが「親学習
リーダー」です。

２月７日㈮、14日㈮、28日㈮、
午前10時～午後０時30分（全３回）

老寿やすらぎ千代田公民館（河内

＝とき、 ＝ところ、 ＝内容、 ＝対象
者、 ＝定員、 ＝費用、 ＝持ち物、 ＝
申し込み、 ＝問い合わせ

長野市木戸西町一丁目２の９）
子育て中または子育てを終えた

人、親学習に興味・関心のある人
30人程度　 無料　 筆記用具
１月７日㈫～ 23日㈭に、メールま

たはファクスに、講座名、住所、氏
名、連絡先を明記し、生涯学習課〔
s-gaku@city.tondabayashi.lg.jp・
FAX（26）8058・☎（26）8056〕へ（申
し込み多数の場合抽選、電話申し込
み可）

各施設の電話番号は35ページをご覧ください

24広報とんだばやし2025年１月号

保
健
医
療

子
育
て

相
談

く
ら
し

ゆ
と
り



児童福祉
児童扶養手当の支払月
振込日　１月10日㈮
支払内容　令和６年11 ～ 12月分
　受給している人は、口座の入金を
確認してください（口座、支給月額
は児童扶養手当証書に記載されてい
ますので、確認してください）。
　ただし、令和６年度児童扶養手当
現況届を提出していないなどの理由
で、支払いが差し止めになっている
人は振り込みができません。
　なお、手当を受けている人が婚姻

（事実婚を含む）した場合や、日本
国内に住所を有しなくなった場合、
公的年金を受けることができるよう
になった場合など、受給のための申
請内容と違った状況になった場合
は、必ず届け出をしてください。届
け出をしないまま手当を受けている
と、手当額を返していただくことが
あります。また、住所、氏名、金融
機関などを変更したときも届け出を
してください。
※詳しくは、児童扶養手当証書を参
照してください。

こども政策課（内線283）

児童館小学生活動に参加し
ませんか？（登録制）
　児童館では、子どもたちの居場所
づくりを目的に、放課後などに工作・
室内外遊びなどの活動をしています。

４月～翌年３月の月～金曜日の小
学校放課後、土曜日および春・夏・
冬休み期間中（日曜日、祝日は除く）

児童館　※ただし、９月～令和８
年３月までは、工事のため旧市立人
権文化センター複合施設および市営
若松団地第３集会所で活動します。

市内在住で行き帰りの安全が確保
できる小学１～６年生

無料　※保険料の一部負担や参加
費が必要な活動があります。

１月10日㈮～２月28日㈮（月～
金曜日は午前９時～午後５時30分、
土曜日は午前９時～午後５時15分
まで、ただし、日曜日、祝日は除く）
に、児童館で配布する登録用紙に必
要事項を記入し、児童館へ
※登録方法など、詳しくはお問い合
わせください。
※登録用紙は、市ウェブサイト（児
童館のページ）からダウンロードも
できます。
※令和６年度に登録している人で、
継続して利用を希望する人も登録が
必要です。

教　育
小・中学校に入学する人に	
就学通知書を送付
　１月中旬に、今春小学校に入学す
る児童（平成30年４月２日～ 31年
４月１日生まれの人）と、中学校に
入学する生徒（平成24年４月２日
～ 25年４月１日生まれの人）の保
護者に就学通知書を送付します。

学 校 名 電話番号 学 校 名 電話番号

富田林小学校 （24）3101 高辺台小学校 （29）1403

新堂小学校 （24）3102 久野喜台小学校（29）1450

喜志小学校 （24）3103 寺池台小学校 （29）1477

大伴小学校 （24）3104 伏山台小学校 （28）4106

彼方小学校 （34）3105 喜志西小学校 （25）7380

錦郡小学校 （24）3106 藤沢台小学校 （28）3771

川西小学校 （24）3107 小金台小学校 （29）4460

東条小学校 （34）3108 向陽台小学校 （29）1226

第一中学校 （24）3201 葛城中学校 （28）3761

第二中学校 （24）3202 喜志中学校 （26）0468

第三中学校 （34）3206 藤陽中学校 （29）3705

金剛中学校 （29）1404 明治池中学校 (29）1355

※不明なことがある場合は、入学予
定の小・中学校または教育指導室（内
線362）へお問い合わせください。

保育園での子育て支援事業
※申し込み方法など詳しくは、子育て応援サイトＴｏｎＴｏｎをご覧ください（右図からアクセスできます）。
ところ 内容 とき 対象者　※１ 申し込み開始日

みどり保育園
１歳児コース（みんなであそぼう） １月17日㈮、午前10時～ 11時 １歳児 １月６日㈪～
英会話 ２月14日㈮、午前９時30分～ 11時 未就園児 １月27日㈪～

寺池台
こども園 ベビーダンス １月29日㈬、午前10時～ 11時 ー １月６日㈪～

K
こ と な

otona いどばたカフェ #子育て　※ウェブ開催。①１月14日㈫、②２月４日㈫、午
前10時30分～正午 ー ①１月７日㈫～、

②１月28日㈫～

葵
り

音
お ん

つばさ
こども園

赤ちゃん教室（サーキットで遊ぼう） ２月13日㈭、午前10時～ 11時 0 ～１歳児 １月９日㈭～
マタニティ教室 ２月13日㈭、午後１時～２時 妊娠中の人 １月９日㈭～
子育てカフェ　※無料保育あり。 ２月19日㈬、午前10時～ 11時 0 ～ 2歳児 １月15日㈬～
親子教室（ひな人形作り） ２月27日㈭、午前10時～ 11時 ２歳児以上 １月23日㈭～

※１　０歳児＝令和５年４月２日以降生まれ、１歳児＝令和４年４月２日～令和５年４月１日生まれ、２歳児＝令和３年４月
２日～令和４年４月１日生まれ

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037
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今月の相談
相談は全て無料です。「要予約」のものは事前の申し込みが必要です。
一部ウェブサイトから予約できる相談もあります。詳しくは市ウェブサイト

（都市魅力課のページ）をご覧ください（右図からもアクセスできます）。

T
と ん ぱ る
ONPAL ＝多文化共生・人権プラザ（若松町一丁目７の１）

相談名 とき ところ 予約・その他

く
ら
し

法律相談
毎週水曜日（祝日、年末年始は除く）、
午後１時～４時 市役所２階市民相談室 要予約（内線184）、定員６人（第４水曜日は12人）

※同一年度内で２回利用可（同一案件の相談は不可）。
※ネット予約も可。第１・３水曜日（祝日、年末年始は除く）、

午後１時～４時 金剛連絡所２階

T
と ん ぱ る
ONPAL 女性のため

の法律相談 26㈰、午後１時～４時 男女共同参画センターウィズ
（T

と ん ぱ る
ONPAL ２階）

要予約〔☎（23）0030〕、女性弁護士による相談、定員３人
※同一年度内で２回利用可（同一案件での２回利用は除く）

市民相談
月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時30分 市役所２階７番窓口 電話相談も可（内線182、184）

毎週水曜日（祝日、年末年始は除く）、
午後１時～４時 金剛連絡所１階 事前予約、電話相談も可〔☎（29）1401〕

行政相談 16㈭、午後１時～４時 市役所２階市民相談室 国への要望や苦情などを行政相談委員に相談
要予約、電話相談も可（内線182）

司法書士相談 21㈫、午後１時～４時 市役所２階市民相談室 要予約（内線182）、定員６人　※同一年度内で１回利用可。
日本政策金融公庫相談 15㈬、午後１時30分～３時30分 商工会館２階 要予約〔☎（25）1101〕

消費生活相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～正午、午後１時～４時

市消費生活センター
(市役所２階市民相談室横)

電話相談も可（内線186）、専門相談員による相談、
消費者ホットライン〔☎（局番なし）188〕

人
権

人権なんでも相談 24㈮、午後１時～４時 すばるホール４階秀月の間 人権擁護委員による相談、電話相談も可（内線474）

人権相談・生活相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時 T

と ん ぱ る
ONPAL １階

事前予約、電話相談も可〔☎（24）3700〕、市人権協議会相談
員による相談　※土・日曜日（年末年始は除く）は職員が対応し、
相談内容や連絡先をお聞きして、相談員に引き継ぎます。

外国人市民相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前10時～午後４時 T

と ん ぱ る
ONPAL ２階

多言語で相談可〔☎（55）2018〕、とんだばやし国際交流協会
相談員による相談　※土・日曜日（年末年始は除く）は職員が対
応し、相談内容や連絡先をお聞きして、相談員に引き継ぎます。

女性の悩み相談

①７㈫、２/ ４㈫、午前９時30分～午後０時
30分、１時30分～３時30分、②１/ ９㈭、午
前10時30分～午後０時30分、１時30分～３
時30分、③18㈯、午前９時30分～ 11時30
分

男女共同参画センターウィズ
（T

と ん ぱ る
ONPAL ２階）

電話相談も可、要予約〔☎（23）0030〕、女性カウンセラーに
よる相談、定員は①は各５人、②は４人、③は２人

にじいろホットライン 第１・２・３土曜日、午前10時～午後３時 ー 電話相談のみ〔☎（20）0285〕、LGBTQに関する相談

子
育
て

保育士による育児相談 第２・４金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午後１時～３時

レインボーホール
（市民会館) ２階 要予約〔☎（26）1233〕、定員３組

ひとり親家庭相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時15分 市役所４階こども政策課 要予約、電話相談も可（内線204）

児童家庭相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時30分 市役所４階子育て応援課 電話相談も可（内線206 ～ 209）

発達相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時15分 市役所４階子育て応援課 要予約、電話相談も可（内線209）

子育て相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時 児童館 電話相談も可〔☎（25）0666〕

健
康
・
福
祉

健康相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時30分 保健センター 要予約〔☎（28）5520〕

健診結果の見方や生活習慣病、栄養、禁煙などについての相談

福祉なんでも相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時30分

総合福祉会館、市役所４階
23番窓口、金剛連絡所２階

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）による福祉に関す
るあらゆる相談　

自立支援相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時30分

市役所４階23番窓口、金
剛連絡所２階 電話相談も可（内線274)

こころの電話相談 毎週水曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前10時～午後３時30分 ー 電話相談のみ〔☎（25）8264〕

仕
事

商工相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時15分 商工会館２階 経営指導員などによる相談〔☎（25）1101〕

農業相談 ６㈪、２/ ５㈬、午後１時～３時 すばるホール４階農業委員会 事前予約も可（内線431）

就労支援相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時

市就労支援センター
(T

と ん ぱ る
ONPAL １階)

就労支援コーディネーターによる雇用・就労についての相談
問い合わせ　市人権協議会〔☎（24）3700〕

お出かけ就労支援相談 28㈫、午後１時30分～４時 金剛連絡所２階相談室 就労支援コーディネーターによる雇用・就労についての相談
問い合わせ　市人権協議会〔☎（24）3700〕

労働相談 ９㈭、午後６時～８時 市役所２階市民相談室
当日電話相談も可（内線199）、社会保険労務士による相談
※予約優先（相談日の１週間前までの予約により通訳付きの労
働相談も可)。　※ネット予約も可。問い合わせ（内線481）

若者の就労・自立相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前10時～午後５時

南河内地域若者サポートス
テーション

要予約、南河内地域若者サポートステーション（常盤町３の17
の501）〔☎（26）9441〕

そ
の
他

若者お悩み相談 祝日、年末年始（12/29 ～ 1/ ３）を除く
毎日、午後５時30分～９時 Ｔ

ト ピ ッ ク
ｏｐｉｃ ロビースタッフによる相談

ひきこもり相談 23㈭､午後１時～２時30分、２時30分～４時 Ｔ
ト ピ ッ ク
ｏｐｉｃ 要予約〔☎（26）8056〕、定員各１人

進路相談(奨学金) 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時30分 市役所４階教育指導室 当日電話相談も可（内線363、364）

チャイルドライン 毎日、午後４時～９時 チャイルドライン支援セン
ター

18歳までの子どもの声を聴き、その気持ちに寄り添います
〔☎0120(99)7777〕　※チャットでの相談もあり。

市民公益活動相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後９時 市民公益活動支援センター 要予約〔☎（26）7887〕

※事前予約により土・日曜日、祝日の相談も可。
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講座・催し
認知症介護家族の交流会

１月22日㈬、午後１時30分～３
時30分

かがりの郷
認知症の人への関わり方のヒント
認知症の人を介護している家族

※認知症の人または家族が市内在住
の人に限ります。

20人　 無料
１月21日㈫、午前９時までに、

高齢介護課（内線197、198）へ（申
し込み多数の場合抽選、電
話申し込み可）
※右図からも申し込み可。

定期普通救命講習
２月８日㈯、午後１時30分～４

時30分（ウェブ講習修了者は、午
後２時30分～４時30分）

柏原市立国分図書館（柏原市田辺
一丁目３の７）
※駐車場はありませんので、公共交
通機関をご利用ください。

AEDの使い方や心肺蘇生法を学ぶ
市内在住・在勤・在学の人
30人　 無料
１月８日㈬～２月７日㈮、午後５

時15分までに、電話で、大阪南消
防局救急課〔☎072（958）9932〕へ

（申し込み先着順）

講演会「元気な老後を過ご
すために今すべきこと」

２月６日㈭、午後２時～４時
済生会富田林病院（向陽台一丁目

３の36）
市内在住の40歳以上の人
150人　 無料　 筆記用具
１月６日㈪～ 31日㈮に、

右図から申し込み（申し込
み先着順）

高齢介護課（内線197、198）

けあぱる高齢からだ塾	
～心不全と高齢期を生きる～
　超高齢社会の日本での死亡原因の
第２位は心疾患による心不全です。
　この機会に「心不全」について知り、
より良い高齢生活を過ごすにはどう
すればいいのか、一緒に考えましょう。

１月31日㈮、午後１時30分～３
時30分

けあぱる
けあぱる管理医師による講演「高

齢期の心不全を知ろう」、管理栄養
士による講演「減塩食と出会いなお
す」、理学療法士による講演「心不
全に寄り添うリハビリ」など
※午後１時10分までに来場すると、
脳トレ体操教室に参加できます。

30人（最少催行人数５人）
無料　 動きやすい服装
１月10日㈮、午前９時～、電話で、

けあぱるへ（申し込み先着順）
※１月６日㈪、午前７時～、
右図からも申し込み可（申
し込み先着順）。

日本語ボランティア養成講座
　日本語を学びたい人をサポートす
る日本語ボランティアとは何かを学
ぶ講座です。

２月８日㈯、午前10時～正午
藤井寺市立市民総合会館（パープル

ホール）（藤井寺市北岡一丁目２の３）
30人　 無料
筆記用具
１月６日㈪～、右図から

申し込み（申し込み先着順）
河内長野市社会教育課〔☎（54）

0005〕

ほんわかテントカフェ
１月15日㈬、午後１時30分～３時
かがりの郷（当日直接会場へ）
認知症の人、認知症に関心のある人
20人　 100円
第２ほんわかセンター〔☎（25）8205〕

膝腰痛改善教室
　整形外科医による講義に加えて、
普段から取り組める簡単な運動や食
事のポイントを紹介します。

２月５日㈬、12日㈬、19日㈬、
午後１時30分～３時30分（全３回）

けあぱる
市内在住で65歳以上の人
15人　 無料
１月26日㈰までに、ウエルネス

けあぱるへ（申し込み多数の場合抽
選、電話申し込み可）
※初めて参加する人を優先します。

募　集
あなたも献血推進員として
活動しませんか
　献血推進員は、一人でも多く献血
にご協力いただくため、市内でさま
ざまなPR活動をしています。
活動内容　献血キャンペーン（夏・
冬の年２回）での呼びかけやティッ
シュ配り、献血推進会議や総会、研
修会への出席（年３回ほど）など
※詳しくはお問い合わせください。

市献血推進協議会〔☎（25）8261〕

相　談
福祉なんでも相談会【１月】

とき ところ

15日㈬ 午後３時～４時 喜志小学校
パソコン室

21日㈫ 午後１時 30 分
～２時 30 分 かがりの郷２階

※いずれも当日直接会場へ。

※電話やLINEでの相談も
できます。LINE相談窓口
は右図をご覧ください。

困りごとがある人や地域の事を相
談したい人など

市社会福祉協議会〔☎（25）8200〕

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037
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生的な水質を確保するため、受水槽
などの清掃・点検など適正な維持管
理をお願いします。特に受水槽の有
効容量が10㎥を超えるものは水道
法による「簡易専用水道」に該当し、
登録検査機関による年１回の法定検
査などが義務付けられています。

環境衛生課（内線139、171）

安心して水道を	 	
お使いいただくために
　水道水は塩素で消毒しています
が、朝一番や長時間留守にしたとき
は、ご家庭の給水管に水が長時間滞
留し、消毒の効果が薄れることがあ
ります。
　また、給水管が鉛の場合、鉛がご
くわずかですが溶け出すことがあり
ます。長期間使わなかったときは、
最初に使う水をバケツ１杯分程度、
飲み水以外にお使いください。

水道工務課〔☎（24）1202〕

国民健康保険
「医療費のお知らせ」を送付
　ご自身の医療費について確認をし
ていただくとともに、国民健康保険
事業に対する理解を深めていただく
ため、国民健康保険の加入者に、「医
療費のお知らせ」を送付しています。
　この「医療費のお知らせ」は、確
定申告で医療費控除の申告をする際
の添付書類としても利用できます。
　また、令和６年11月、12月に受診
された分の「医療費のお知らせ」は
３月初旬に発送する予定です。それ
までに医療費控除の申告をする場合
は、医療機関発行の領収書に基づい
て、国税庁指定の「医療費控除の明
細書」を作成して添付してください。

「医療費のお知らせ」については
保険年金課（内線552）、医療費控
除の申告については富田林税務署

〔☎（24）3281〕

自宅からマイナンバーカードを
活用した「e

イータックス

-Tax」のご利用を
　給与所得者などが行う「医療費控
除」やふるさと納税の「寄附金控除」
などには、簡単・便利なスマートフォ
ンでの申告をご利用ください。
　作成した申告書はスマートフォンか
ら提出することができます。詳しくは
国税庁ホームページ（確定申
告書等作成コーナーのペー
ジ）をご覧ください。
　なお、マイナンバーカードを利用
して、マイナポータルにログインす
ることで、医療費やふるさと納税な
どの情報が自動入力され、より簡単
に確定申告ができます。

富田林税務署〔☎（24）3281〕

新築された認定長期優良住宅	
の固定資産税を減額
　大阪府の認定を受けて新築された
長期優良住宅のうち、一定の要件を
満たす住宅は、固定資産税の減額手
続きをすることで、新築住宅の減額
期間が２年間延長されます

（居住部分の120㎡までの
固定資産税が２分の１に減
額）。
　令和６年中に新築した住宅は、１
月31日㈮までに、長期優良住宅の
認定通知書（写し）を添えて、課税
課へ申告してください。

課税課（内線114、115）

上下水道
貯水槽水道の適正な管理を
　ビルや集合住宅などでは、水道水
を受水槽に貯めてから、各家庭に供
給する貯水槽水道を利用している場
合があります。受水槽の水が長時間
停滞したり管理が適正でなかったり
すると、水質悪化を招きます。
　貯水槽水道の設置者は、安全で衛

福　祉
高齢者の障がい者控除対象
者認定書の申請を
　65歳以上の寝たきりや認知症の
高齢者は、身体障がい者手帳などを
持っていなくても、市の障がい者控
除対象者認定書の交付を受ければ、
所得税や個人住民税の障がい者控除
が適用される場合があります。
　所定の基準を満たす人には、認定
書を交付しますのでお問い合わせく
ださい。

身体障がい者手帳などの交付を受
けていない人で、要介護認定を受け、
障がい者に準じる状態の人など

高齢介護課（内線189）

保険料納付済額通知書（納
付済額のお知らせ）を送付

　令和６年１月から12月までに、
本市へお支払いいただいた国民健
康保険料、後期高齢者医療保険料、
介護保険料の納付済額通知書（納
付済額のお知らせ）を１月末まで
に送付します。確定申告などの際
にご利用ください。
　納付された保険料はいずれも確
定申告や個人住民税申告の際に、
所得税や個人住民税の社会保険料
控除の対象となります。
※特別徴収（年金天引き）対象の
人については、同通知書は送付さ
れませんので、年金保険者（日本
年金機構など）から送付されます
源泉徴収票をご利用ください。

国民健康保険料・後期高齢者
医療保険料については保険年金
課（ 内 線156、167）、 介 護 保 険
料については高齢介護課（内線
175､176）
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事業主の皆さんへ	 	
～給与支払報告書の	
提出を～
　事業主は、給与の支払いを受けて
いる従業員が令和７年１月１日時点
で居住する市区町村へ、給与支払報
告書を１月31日㈮までに提出して
ください。
●電子申告「e

エ ル タ ッ ク ス

LTAX」のご利用を
　給与支払報告書の提出は、郵送な
どの手間が不要で、安全な電子申告

「eLTAX」の活用をお願いします。
　税務署に提出する給与所得の源泉
徴収票を「e

イータックス

-Tax」または光ディスク
などにより提出することが義務付け
られている事業主は、市区町村に提
出する給与支払報告書も、電子申告

「eLTAX」または光ディスクなどに
よる提出が義務付けられています。
　電子申告「eLTAX」での給与支
払報告書の提出方法は、地方税共
同機構のホームページ〔https://
www.lta.go.jp〕をご覧ください。

課税課（内線111、112）

市・府民税申告書作成	
システムのご利用を
　個人住民税（市・府民税）申告書
の作成や税額の試算などができる
市・府民税申告書作成システムを導
入しています。令和７年度分は１月
中旬より運用を開始します。
　給与や年金の源泉徴収票の内容や
所得の状況などを入力することで、
自宅で申告書の作成ができ、作成し
た申告書に必要書類を添えて持参ま
たは郵送することで、市・府民税申
告を済ますことができます。
※電子メールやデータ送信による提
出はできません。
※税額はあくまで試算ですので、実際
の決定額とは異なる場合があります。
※所得税および復興特別所得税の確
定申告書は作成できません。

課税課（内線111、112）

国民年金
はたち（20歳）を迎える皆さんへ
　20歳になったら国民年金の被保
険者（加入者）となります。国民年
金は、老後の暮らしをはじめ、病気
やけがで障がいが残ったときや、家
族の働き手が亡くなったときに、皆
で暮らしを支え合うという考えで作
られた仕組みです。
　20歳になった人には、日本年金
機構から「基礎年金番号通知書」「国
民年金加入のお知らせ・保険料納付
書」が届きます。「基礎年金番号通
知書」は年金制度の変更手続きや年
金の請求手続きに必要となりますの
で、大切に保管してください。
　また、保険料の納付が困難な場合
は、学生納付特例や保険料免除・納
付猶予などの制度もありますので、
詳しくはお問い合わせください。
※厚生年金に加入している人は対象
となりません。

天王寺年金事務所〔☎06（6772）
7531〕

源泉徴収票が送付されます
　令和６年中に厚生年金保険、国民
年金などの老齢または退職を支給事
由とする年金を受け取った人に、 令
和６年分として支払われた年金の金
額や源泉徴収された所得税額などを
お知らせする「令和６年分公的年金
等の源泉徴収票」が１月下旬に日本
年金機構から送付されます。
　確定申告や住民税の申告にご利用
ください。
※障害年金や遺族年金などは課税対
象外のため、同票は送付されません。

天王寺年金事務所〔☎06（6772）
7531〕

　　税

今年度で口座振替済通知書	
の送付を終了します
　これまで、市税を口座振替で納付
された人には、「口座振替済通知書」
を送付していましたが、経費削減・
省資源化などのため、今年度をもっ
て送付を終了します。
　令和７年度以降は、預貯金通帳など
への記載によりご確認をお願いします。

収納管理課（内線121 ～ 124）

お忘れなく！	償却資産
（固定資産税）の申告を
　固定資産税は土地や家屋に課税さ
れますが、それ以外で事業や営業の
ために所有している償却資産（構築
物、機械や装置、車両や運搬具、工具、
器具、備品など）も課税対象になりま
す。令和７年１月１日時点で、市内
に償却資産を所有している法人や個
人事業主は、１月31日㈮までに申告
してください（休業・廃業や、本市か
ら転出した場合も申告が必要です）。
　なお、所有者には12月中に申告書
類を郵送しましたが、届いていない場
合や事業開始などにより本市に初め
て申告する場合はご連絡ください。

課税課（内線114、115）

◆市・府民税

第１期    ６月
第２期    ８月
第３期   10月
第４期　 １月

◆固定資産税
◆都市計画税
第１期    ５月
第２期    ７月
第３期    ９月
第４期   12月

◆軽自動車税
　（種別割）
全期     ５月

※同一名義で登
録されている全
台数の振替にな
ります。

今月は市・府民税の
第４期分の納期です

納付には便利な口座振替のご利用を！
　市税納付書に記載の金融機関・コンビニエン
スストア・PayPay・LINE Pay・au PAY・d払
い・J-Coin Pay・楽天ペイ・モバイルレジ（イ
ンターネットバンキングによる支払い）などで
納付期限までに納めてください。
 口座振替は、市税取扱金融機関での手続きの他、
収納管理課や金剛連絡所で手続きをすることもでき
ます（ペイジー口座振替受付サービス)。手続きに必
要な持ち物や対応している金融機関など詳しくは、
収納管理課（内線122）へお問い合わせください。

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037
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ゲームではじめる	 	
プログラミング講座
　S

ス ク ラ ッ チ

cratchという初心者向けのオン
ラインツールを使って、プログラム
を作りませんか。IT業界の仕事に関
心のある人やプログラミングを学び
たい人におすすめの入門講座です。

２月４日㈫、午前10時～午後４時
T

と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生・人権プ
ラザ）

市内在住・在勤で、W
ワ ー ド

ord、E
エ ク セ ル

xcel
の基本操作ができる人

10人
1000円（資料代）
筆記用具、昼食
１月６日㈪～ 20日㈪、午後５時

までに、電話で、（一社）市人権協議
会〔☎（24）3700〕へ（申
し込み多数の場合抽選）
※右図からも申し込み可。

人前で緊張しない、	 	
伝える力を身につけよう！	
　自信を持って人前で話すコツ、会
話を楽しむコミュニケーション力を
学びましょう。

１月25日㈯、午後１時30分～３
時

市民公益活動支援センター
８人
無料
１月８日㈬～、電話で、市民公益

活動支援センターへ（申し込み先着
順）

クラブ員募集
A対象者　　B募集人数　C活動日時　
D活動場所　E会費　　　F申し込み　
G問い合わせ　

書道教室（硬筆・毛筆）・ペン字教室	
A高校生以上　B各15人　C第１・
３・４水曜日、午後１時30分～８時 
30分のうち90分　Dすばるホー
ル E硬筆・毛筆＝月額4000円、ペ
ン字＝月額3500円　FG宮崎さん

〔☎090（4288）4065〕
ぱる第一クラブ（陶芸）
A陶芸に興味がある人　B若干名　
C第１・３水曜日、午後１時～３時　
Dけ あ ぱ る　E月 額2000円（ 別
途材料費など）　FG藤本さん〔☎
090（3864）7927〕

糸
し

東
とう

流
りゅう

武育会	新堂空手道教室	
（日本空手道）
A４歳以上の人　C午後６時45分
～９時　D新堂小学校など　E月
額2000円　FG竹内さん〔☎090

（3975）3232〕（午後７時～９時）　
※開催日程など詳しくはお問い合わ
せください。
きょういくクラブ（健康体操）
A市内在住・在勤の人　B５人　C
第２・４水曜日、午後１時30分～３
時　D中央公民館　E月額2000円
FG海

か い ぜ ん

前さん〔☎090（6248）3457〕
ベーシック（社交ダンス）
A市内在住・在勤・在学の人　B10
人　C毎週火曜日、午後６時～９
時　D中央公民館　E月額1500円　
FG不動さん〔☎090（6754）4862〕

新刊案内
逮捕中止命令　　　　　  芳野 林五
作家とおしゃれ　　　平凡社編集部
日帰りで登れる温泉百名山　

飯出 敏夫
世界の美しい王室ジュエリー

槐
さいかち

 健二
古代ローマ帝国大図鑑
アンドリュー ジェームス シレット

あかちゃんのおはなし会
　１月は、中央・金剛図書館ともに
休止します。

おはなし会
中央図書館　１月12日㈰、午前10
時30分～ 11時
金剛図書館　１月４日㈯、午後２時
～２時30分

じゅうたんコーナーでの	
よみきかせ
中央図書館　１月５日㈰、午前10
時30分～ 11時
金剛図書館　１月11日㈯、午後２時 
～２時30分
※いずれも当日直接会場へ。

広告枠
※広告掲載の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔☎ 072（368）1227・ＦＡＸ 072（368）1228〕へ

各施設の電話番号は35ページをご覧ください
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イベント
たこあげ大会
　市こども会育成連絡協議会と市青
少年指導員連絡協議会が、同大会を
開催します。

１月19日㈰、午前10時～（午前９
時30分～受け付け）　※雨天中止。

石川河川敷川西グラウンド　
無料（当日直接会場へ）
手作りのたこ（当日会場でキット

を使用して作成もできます）
表彰　ユニークなたこで参加した人
やたこがよく揚がった人などを表彰
※子どもには参加賞あり。
※当日の天候などにより、中止にす
る場合は、市ウェブサイト（生涯学
習課のページ）でお知らせします。

生涯学習課〔☎（26）8056〕

笑いは地球を救う！	吉本新喜劇芸
人さんに笑いを教えてもらおう！

１月26日㈰、午前10時～11時30分
T
ト ピ ッ ク

opic
吉本新喜劇の説明、コント体験、

吉本新喜劇体験
小学生以上の人（小学１・２年生

は保護者同伴）
40人　 無料　 筆記用具
１月９日㈭までに、メールに講座

名、住所、氏名、電話番号を明記し、
株式会社リリク〔 chinami@ririku.
jp〕へ（申し込み多数の場
合抽選、電話申し込み不可）
※右図からも申し込み可。

カルチャー
多文化いどばたカフェ	
「アメリカに20年住んでみて」

　外国人市民としてアメリカに住み、
文化や習慣を通じて起こった葛藤や
共感したエピソードを紹介します。

１月24日㈮、午後１時～３時
T

と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生・人権プラザ）
20人
500円（コーヒー付き）
筆記用具
１月６日㈪～、（特活）とんだばや

し国際交流協会〔☎（24）2622〕へ
（申し込み先着順、電話申し込み可）

コリアタウンの歴史を	
学ぼう！
　鶴橋コリアタウンでフィールド
ワークを行い、歴史を学び、キムチ
作りに挑戦しよう。

２月８日㈯、午前９時～午後６時
児童館集合（体験場所はコリアタ

ウン（大阪市生野区））
市内在住・在学の中学生・高校生
20人程度
1000円（キムチ手作り体験代）

※別途、現地までの電車代が必要。
エプロン

※昼食は各自で用意してください。
１月15日㈬、午後５時

30分までに、右図から申
し込み（申し込み多数の
場合抽選、電話申し込み可）

児童館

市民人権セミナー	 	
「混迷する国際情勢の中で人
権を考える」
　戦争が絶えない国際情勢において
脅かされている人権の大切さを、取
材された世界の戦地・紛争地の現状
の報告も交えながらお話しいただき
ます。

１月26日㈰＝中東地域につい
て、２月２日㈰＝ウクライナについ
て、いずれも午後２時～４時

T
と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生・人権プ
ラザ）
講師　西谷 文和さん（フリージャー
ナリスト）

各40人（両方の受講も可）
無料
１月16日㈭までに、TONPALへ

（申し込み多数の場合抽
選、電話申し込み可）
※右図からも申し込み可。

アーティストバンク	
登録者を募集
　市民の要望に応じて、積極的に文
化芸術活動を行うことができる人の
登録を募集しています。

市内在住または市内を活動拠点と
するなど、本市にゆかりのあるアー
ティスト
※ジャンルやプロ・アマチュア、団
体・個人は問いません。
登録料　無料

右図から申し込み（電
話申し込み不可）

すばるホール

スマートフォン教室
講座名 とき ところ 内容 対象者 定員 費用 持ち物 申し込み

お茶しながら
学べちゃう⁉
スマホ×喫茶

２月20日㈭、
午後１時30分
～３時

かがり
の郷

お茶をしながら
スマホを学び合う

A
ア ン ド ロ イ ド

ndroidスマートフォ
ンを持っている市内在
住のスマホ初心者の人

10人
程度

100
円

Android
スマートフォン

１月20日㈪、午前９時30分
～、かがりの郷へ（申し込み
先着順、電話申し込み可）

A
ア ン ド ロ イ ド

ndroid�
スマートフォン
講習会

２月14日㈮、
21日㈮、28日㈮、
午後２時～４時

（全３回）

総合福
祉会館

操作の基礎・
LINE・地図など

市内在住で、60歳以
上の人、ひとり親家庭
の親および子ども、障
がい者手帳を有する人

８人 無料 Android
スマートフォン

１月９日㈭、午前10時～、
電話で、総合福祉会館
へ（申し込み先着順）
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きらめきうまいもん市
１月11日㈯～ 31日㈮、午前10

時～午後９時
きらめきファクトリー
本市をはじめ、近隣市町村の名産

品を販売
※11日㈯のみ、富田林ブランドの
特設ブースも出展します（午前11
時～午後３時）。

無料（当日直接会場へ）
きらめきファクトリー

きらめき冬の万華鏡
　富田林寺内町の建築意匠をモチー
フにした万華鏡風のプロジェクショ
ンマッピングを、玄関の３つの窓に
投影します。幻想的で摩訶不思議な
映像をお楽しみください。

１月11日㈯～ 19日㈰、午後５時
～ 11時

きらめきファクトリー
無料（当日直接会場へ）
きらめきファクトリー

変身できる	 	 	
デジタル顔はめパネル
　スマホやタブレットで、AR（拡
張現実）を使い、とっぴーや獅子舞
などさまざまなキャラに変身できま
す。画像や動画も撮影できます。

１月11日㈯、午前11時～午後３時
きらめきファクトリー
無料（当日直接会場へ）
きらめきファクトリー

きらめき不思議な獅子舞AR
　スマホやタブレットで、獅子舞の
AR（拡張現実）を見ることができ
ます。一緒に撮影もできます。

１月11日㈯～ 19日㈰、午前10
時～午後８時30分

きらめきファクトリー
無料（当日直接会場へ）
きらめきファクトリー

水で書く「大筆書初め体験」
　大筆を使って今年の抱負を書いて
みましょう。墨を使わないので、汚
れる心配はありません。

１月11日㈯、午前11時～午後３時
きらめきファクトリー
無料（当日直接会場へ）
きらめきファクトリー

まちゼミ	in	富田林じないまち
　富田林寺内町やその周辺のお店の
店主が、それぞれの店舗で講師とな
り、専門的な知識やコツなど、さま
ざまな情報を教えてくれる、少人数
制のゼミを開催します。

２月１日㈯～ 28日㈮
富田林寺内町およびその周辺の店舗

※参加店舗の場所など詳し
くは、右図をご覧ください。

無料
※材料費が必要な場合があります。

１月15日㈬～、直接各店舗へ（申
し込み先着順）

きらめきファクトリー

なかよし作品展
１月15日㈬～ 17日㈮、午前９時～

午後７時（17日は午後３時30分まで）
すばるホール３階展示室
南河内地区小・中学校の支援学級、

富田林・藤井寺・西浦各支援学校の児
童・生徒の1000点を超える作品を展示

無料（当日直接会場へ）
南河内地区小・中学校支援教育研

究会事務局（羽曳野市高鷲南小学校
内）〔☎072（953）4008〕

大阪大谷大学	 	
スポーツ健康学会	講演会

１月30日㈭、午前９時30分～正午
大阪大谷大学（錦織北三丁目11

の１）
※駐車場はありませんので、公共交
通機関をご利用ください。

水鳥 寿思さん（アテネ五輪男子体
操金メダリスト、元大阪大谷大学専
任講師）、萱 和磨選手（パリ五輪男
子体操金メダリスト）による講演会

30人　 無料
１月22日㈬までに、メールで、件名

に「講演会希望」、本文に氏名、申込
人数（2人まで）を明記し、同大学スポー
ツ健康学科〔 supo@osaka-ohtani.
ac.jp〕へ（申し込み多数の場合抽選）
※当選者にはメールで１月24日㈮
に返信します。

同大学スポーツ健康学科共同研
究室〔☎（24）9242〕（月～金曜日、
午前９時～午後5時）

広告枠

※広告掲載の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔☎ 072（368）1227・ＦＡＸ 072（368）1228〕へ
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スポーツ
はじめての太極拳で	 	
心身のリフレッシュ講座
　日頃の疲れのある人、ストレス発
散が上手くできない人、太極拳で心
身のリフレッシュをしませんか。

１月31日㈮、２ 月７日㈮、午後
２時～３時30分（全２回）

T
と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生・人権プ
ラザ）

市内在住・在勤・在学の女性
20人（最少催行人数５人）
無料
動きやすい服装、運動靴、タオル、

飲み物
１月17日㈮までに、男女共同参

画センターウィズ〔☎（23）0030〕
へ（申し込み多数の場合抽
選、電話申し込み可）
※右図からも申し込み可。

ピックルボール体験会
１月21日㈫、午後０時10分～１

時、１時10分～２時、29日㈬、午後
３時10分～４時、４時10分～５時

市民総合体育館
小学生以上の人（小・

中学生は保護者同伴）
各８人
16歳以上の人＝1000円、小・中

学生＝500円
動きやすい服装、上靴、飲み物
１月7日㈫、午前10時～、市民総

合体育館へ（申し込み先着
順、電話申し込み可）
※右図からも申し込み可。

東公民館ホール一般開放
１月５日～２月16日の毎週日曜

日、午前９時～午後５時
利用内容と貸出遊具　卓球、バドミ
ントン、インディアカなど

無料　 上靴　 東公民館

イベント
T
と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生・人権プラザ）	
オープニングイヤーイベント
「外国人市民と共に暮らす～
キーワードは多文化共生～」
　本市ではこの数年で急激に外国人市
民が増えています。外国人市民と共に
認め合って暮らす地域をつくるために、
どうしたらいいか考えてみませんか。

２月８日㈯、午後２時～４時（午
後１時30分～、開場）

T
と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生・人権プラザ）
金
キ ム

 光
クァンミン

敏さん（大学非常勤講師）
による講演会

60人　 無料
１月７日㈫～、TONPALまたは

（特活）とんだばやし国際交流協会
〔☎（24）2622〕へ（申し込み先着順、
電話申し込み可）

マタニティ講座～スクラップ
ブッキングを作ろう～
　地域支援担当保育士と交流しなが
らエコー写真で「スクラップブッキ
ング」を作ろう。

１⺼27日㈪、午 前
10時15分～11時15分

金剛保育園
市内在住の妊娠中の人とその家族
10組　 無料
１月６日㈪～ 22日㈬に、

右図から申し込み（申し込み
先着順、電話申し込み不可）

金剛保育園〔☎（29）1474〕

アニメ「めぐみ」・拉致被害者	
御家族ビデオメッセージ上映会

１月16日㈭、午後２時～４時
八尾市文化会館プリズムホール小

ホール（八尾市光町２の40）
300人（当日直接会場へ）
無料
府人権企画課〔☎06（6210）9280〕

ゆかいなマジックショー
２月１日㈯、午後２時～３時
児童館
マジシャンアミティーの笑いあ

り、感動ありのマジックショー
乳幼児～小学生

※保護者の参加も可。いずれかが市
内在住・在勤・在学の人に限ります。
就学前の子どもは保護者同伴。

40人　 無料
１月15日㈬までに、電話で、児

童館へ（申し込み多数の場
合抽選）
※右図からも申し込み可。

生き活
い

きプロジェクト
１月23日㈭、午後２時～３時（午

後１時30分～受け付け）
レインボーホール（市民会館）
シルバー人材センターやボラン

ティア活動、いっぷくシステム、笑
顔はつらつ教室などの紹介

市内在住のおおむね60歳前後の
人で、定年退職目前の人や定年退職
している人

15人
無料
１月６日㈪～、電話で、市社会福

祉協議会〔☎（25）8200〕へ（申し
込み多数の場合抽選）

保育付き！	見つけよう、	
私だけのベストカラー！	
パーソナルカラー講習会
　自身の魅力を引き出すパーソナル
カラーを学び、より魅力的で元気に
過ごすためのヒントにしましょう。

１月24日㈮、午前10時30分～正午
∞

インフィニット

KONROOM
市内在住の人（一時保育は６カ月

～就学前の子ども）
８人　 無料
１月７日㈫、午前10時～、電話で、

∞KONROOM〔☎（60）6030〕 へ
（申し込み先着順）
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水泳プライベートレッスン
１月12日㈰、２月９日㈰、23日㈷、

午後１時30分～２時、２時～２時30
分、１月21日㈫、午後４時30分～５
時、５時～５時30分、５時30分～６
時、６時～６時30分

ウエルネスけあぱる
水泳の30分間完全個別レッスン
小学生以上の人
各１人（計10人）
2000円（別途施

設利用料実費）
水着、ゴーグル、スイミングキャップ
１月８日㈬、午前11時～、電話で、

ウエルネスけあぱるへ（申し込み先
着順）
※１月６日㈪、午前７時～、
右図からも申し込み可（申
し込み先着順）。

市スポーツ推進委員と歩く	
ダイヤモンドトレール・	
トレッキング②
　金剛葛城山系の稜線を縦走するダ
イヤモンドトレールを５回に分けて
歩きます。２回目は、樹氷で有名な
金剛山（標高1125ｍ）へ主にダイ
ヤモンドトレールを歩くルートで登
ります。

１月12日㈰、午前８時、南海
高野線「河内長野駅」改札前集合、
午後３時ごろ同駅解散

金剛山方面のトレッキング（約
11km）

18歳以上で登山を含む長距離歩
行ができる体力のある人

10人程度
無料（交通費実費）
動きやすい服装・靴、飲み物、弁

当、雨具、敷物、アイゼン
１月７日㈫までに、右 図

から申し込み（申し込み多
数の場合抽選、電話申し込
み不可）

生涯学習課〔☎（26）8062〕

新春ポール＆	 	
体幹トレーニング教室
　長いポールを使って体幹を鍛える
ことで身体のバランスを整え、美し
い姿勢を身に付けましょう。

１月18日㈯、29日㈬、２月８日
㈯、22日㈯、午後１時～２時

けあぱる
各25人
１回330円（別途施設利用料実費）
動きやすい服装、タオル、飲み物
１月８日㈬、午前11時～、電話で、

ウエルネスけあぱるへ（申し込み先
着順）
※１月６日㈪、午前７時～、
右図からも申し込み可（申
し込み先着順）。

学校体育施設の開放に伴う	
利用団体の登録を受け付け
　地域スポーツの振興を目的に、市
立小・中学校の体育施設を開放して
います。令和７年度の利用団体登録
を次のとおり受け付けます。
開放日　月～金曜日（夜間の体育館
のみ）、土・日曜日、祝日
開放校　喜志西・新堂・錦郡・彼方・
高辺台・寺池台・久野喜台・伏山台・
藤沢台・向陽台・小金台・大伴・富
田林・喜志・川西小学校、第二中学
校（体育館のみ）
開放施設　運動場、体育館
登録資格　代表者が18歳以上で、主
に希望する学校の校区に在住する人
で構成する10人以上の団体

１月17日㈮、午後５時30分まで
に所定の申請書に必要事項を記入
し、団体の会員名簿、令和５年度収
支決算書（新規登録団体は令和７年
度予算書）を添えてT

ト ピ ッ ク

opic ３階生涯
学習課〔☎（26）8062〕へ（電話申
し込み不可）
※右図からも申し込み可。
※書類審査あり。

はじめてのピラティス
　呼吸法から無理なく全身の筋肉を
使いましょう。

１月16日、23日、30日、２月13日、
20日、27日、３月６日、13日、27日、
いずれも木曜日、午前10時45分～
11時45分

市民総合体育館
16歳以上の人
各20人
１回800円
持っている人はヨガ

マット
１月７日㈫、午前10時～、市民総

合体育館へ（申し込み先着順、電話
申し込み可）

「災害とスポーツ」	 	
聖と俗の視点から考える
　災害時にスポーツが担うことので
きる役割を分かりやすく解説しま
す。災害とスポーツの関わりについ
て改めて考えましょう。

２月９日㈰、午後３
時～４時15分

T
ト ピ ッ ク

opic
20人
無料
１月６日㈪、午前９時～、

右図から申し込み（申し込み
先着順、電話申し込み不可）

小学校校庭遊び場開放
　子どもたちの身近で安全な遊び場
として小学校の校庭を開放します。

①１月19日㈰、②26日㈰、いず
れも午後１時～４時（雨天中止）

①富田林小学校・大伴小学校、②
寺池台小学校

市内在住・在学の子どもと保護者
生涯学習課〔☎（26）8062〕

※団体での占用利用はできません。
※校区外に出掛けるときは決められ
たルールを守って出掛けましょう。

各施設の電話番号は35ページをご覧ください
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＝とき、 ＝ところ、 ＝内容、 ＝対象
者、 ＝定員、 ＝費用、 ＝持ち物、 ＝
申し込み、 ＝問い合わせ



地域ファミリーレクリエーション事業“いつでも、どこでも、だれでも”参加者募集
市スポーツ推進委員協議会では、毎月以下のイベントを実施していますので、ぜひご参加ください。

イベント名 ところ とき 内容
身障者スポーツフィットネス 富田林小学校

19日㈰
午前10時～正午

グラウンドゴルフ
ファミリーレクリエーション 大伴小学校 午前９時～正午

寺池台小学校
12日㈰ 午前10時～正午

健康ウォーキング 26日㈰ 午前８時～正午 出雲大社大阪分祠・土
塔（堺市）方面

※いずれも当日直接会場へ。
※参加費無料（ただし、交通費、拝観料など実費が必要な場合があります）。
問生涯学習課〔☎（26）8062〕（月～金曜日）　※当日は〔☎080（4422）6663〕へ。

若さ・健康・体力アップ教室
２月14日、21日、28日、３月７日、

14日、21日、28日、いずれも金曜日、
午後１時30分～３時30分（全７回）

けあぱる
体力チェック、若さと健康を保つ

ために日頃から行える簡単な運動や
食事のポイント、お口のケアなど

市内在住の65歳以上の人
20人　 無料
２月４日㈫までに、ウエルネスけ

あぱるへ（申し込み多数の場合抽選、
電話申し込み可）
※当選者には別途郵送で案内します。
※初めて参加する人を優先します。

新春ウォーキング	 	
ノルディック・ウォークに	
でかけましょう

１月11日㈯、午前10時30分～午
後１時30分

ウエルネスけあぱる
ウエルネスけあぱるを出発し、狭山

池から狭山神社を巡る約６㎞のコース
高校生以上の人
20人（最少催行人数５人）
550円
動きやすい服装、タオル、飲み物
１月８日㈬、午前11時～、電話で、

ウエルネスけあぱるへ（申し込み先
着順）
※１月６日㈪、午前７時～、
右図からも申し込み可（申
し込み先着順）。

35

スポーツ
合氣道体験会

１月19日㈰、午前９時～ 11時
市民総合体育館柔道場
礼儀と護身術を楽しく

学ぶ
５歳以上の人
10人程度
無料（当日直接会場へ）
動きやすい服装、飲み物、タオル
高岡さん〔☎090（3975）8984〕

電話番号＆今月の休館日
※休館日は翌月の５日まで掲載。
※年末年始の休館日は16ページにも掲載。
●市民総合体育館� ☎（24）2265
１/１～１/４
●青少年スポーツホール�☎（29）3778
※当面の間臨時休館。
●総合スポーツ公園� ☎（35）2121
１/１～１/４
●図書館
中央☎（25）4921・金剛☎（28）1171
１/１～３、６、14～２/３
※臨時休館あり。
●公民館
中央☎（24）3333・金剛�☎（28）1121
東☎（25）1772・喜志分館☎（25）1117
１/１～３、６、13、14、20、27、２/３
※臨時休館あり。
●T

と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生・人権プラザ）
☎（24）0583

１/１～３、13
●児童館� ☎（25）0666
１/１～３、５、12、13、19、26
●T

ト ピ ッ ク

opic� ☎（26）8056
１/１～３、13
●すばるホール� ☎（25）0222
１/１～３、６、20、27、２/３　※１/12
は午後５時15分、１/13は正午閉館。
●レインボーホール（市民会館）

☎（25）1117
１/１～３、８、15、22、29、２/５
●市民公益活動支援センター�☎（26）7887
1/１～５、11～13、18、19、25、26、
２/１、２
●総合福祉会館� ☎（25）8261
１/１～３、13　※１/４と毎週木曜日は
浴場の利用はできません。
●かがりの郷� ☎（20）6070
１/１～３、13　※１/４と毎週月曜
日は浴場の利用はできません。
●けあぱる� ☎（28）8600
　ウエルネスけあぱる�☎（28）8668
１/１～３、６、13、20、27、２/３
●農業公園サバーファーム☎（35）3500
※当面の間休園。
●旧杉山家住宅・寺内町センター
� ☎（23）6117
　じないまち交流館� ☎（26）0110
　旧田中家住宅� ☎（25）6771
１/１～３、６、14、20、27、２/３
●きらめきファクトリー�☎（24）5500
１/１～３
●大阪南消防組合富田林消防署
� ☎（23）0119
※災害などで出動中は不在になるこ
とがあります（転送無し）。
　消防災害情報案内� �

☎050（1809）9992
●防災情報音声案内サービス（防災
無線音声確認）�☎0800（805）5653

臨時休館のお知らせ
　各施設利用者の皆さんにはご
迷惑をお掛けしますが、ご理解・
ご協力をお願いします。
●中央図書館・金剛図書館
期間　１月14日㈫～２月３日㈪
※図書館システムの機器更新お
よび蔵書点検のため。
※電話予約、レファレンス、貸
し出し資料の期限延長なども不
可。ウェブサイトも休止します。
※返却ポストは利用可。

中央図書館・金剛図書館
●金剛公民館
期間　１月４日㈯～２月28日㈮
※空調設備改修工事のため。
※工事期間中は、金剛公民館別
館に事務所を設置します。

金剛公民館
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役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037
〔金剛連絡所　☎ 0721(29)1401〕
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